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こ
の
ま
ち
に
笑
顔
を
広
げ
る

特
集

地
域
に
寄
り
添
う
民
生
委
員
・
児
童
委
員

◎
問
合
せ　

本
所
福
祉
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
１
３
９

 

「
茂
木
さ
ー
ん
！
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
す

！
元
気
だ
が
ー
？
」

　

毎
週
木
曜
日
に
ヤ
ク
ル
ト
を
持
っ
て
、
同

じ
町
内
で
一
人
暮
ら
し
を
す
る
茂
木
洋
子
さ

ん
の
家
を
訪
ね
る
池
田
義
潤
さ
ん
。
錦
町
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
「
民
生
委
員
」）

で
す
。

　

錦
町
に
は
、
茂
木
さ
ん
の
よ
う
に
一
人
暮

ら
し
を
す
る
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
16
人
い

ま
す
。
池
田
さ
ん
は
週
に
１
回
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
を
訪
ね
、
世
間
話
を
し
な
が
ら
、
何
か

変
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
か
、
不
安
な
こ
と
は

な
い
か
な
ど
を
聞
い
て
回
り
ま
す
。

 

「
毎
週
私
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
高
齢
者
の

方
が
、
今
日
も
元
気
で
い
る
よ
と
い
う
笑
顔

を
見
せ
て
く
れ
る
と
き
が
一
番
う
れ
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。」
と
池
田
さ
ん
。
今
年

で
民
生
委
員
歴
23
年
目
を
迎
え
た
大
ベ
テ
ラ

ン
は
頬
を
緩
め
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
見

守
っ
て
い
る
の
は
、
池
田
さ
ん
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。鶴
岡
市
に
は
現
在
３
４
１
人（
内

主
任
児
童
委
員
36
人
）
の
民
生
委
員
が
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
区
域
で
池
田
さ
ん
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

 

「
民
生
委
員
」。
な
ん
と
な
く
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
、
言
葉
は
知
っ
て
い
る
と
い
う
人
は

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
実
際
に
民

生
委
員
が
ど
ん
な
人
で
、
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
か
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
、
地
域
福

祉
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

鶴
岡
市
は
小
学
校
区
を
中
心
に
19
の
民
生

区
に
分
け
ら
れ
、
各
民
生
区
の
中
で
担
当
区

域
を
持
ち
活
動
す
る
民
生
委
員
と
、
担
当
区

域
を
持
た
ず
に
子
育
て
家
庭
や
子
供
へ
の
支

援
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
皆
さ
ん
が
暮
ら
す
地
域
の

一
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
地
域
の
中
で
高
齢

者
や
児
童
・
生
徒
の
見
守
り
を
は
じ
め
と
し

た
活
動
を
行
い
ま
す
。

心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と　
　
　

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

高
齢
者
や
児
童
・
生
徒
の
見
守
り
だ
け
が

民
生
委
員
の
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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「
初
め
て
の
妊
娠
で
不
安
だ
」「
子
育
て
の

こ
と
を
誰
か
に
相
談
し
た
い
」「
経
済
的
に

困
窮
し
て
生
活
が
苦
し
い
」「
介
護
で
疲
れ

て
い
る
」
な
ど
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
心
配

ご
と
・
悩
み
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
相

談
に
乗
っ
て
、
必
要
と
す
る
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
福
祉
情
報
を
提
供
し
た
り
、
支

援
を
行
う
窓
口
で
一
緒
に
相
談
し
た
り
す
る

な
ど
、
福
祉
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
専
門

機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
も
務
め
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
月
に
１
回
、
各
民
生
区
の

代
表
者
等
が
集
ま
る
会
議
（
理
事
会
）
を
開

催
し
、
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
そ
の
他
の

関
係
機
関
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
福
祉
制

度
な
ど
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、各
民
生
区
ご
と
に
も
会
議
（
定
例
会
）

を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が
受
け
持
つ

問
題
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
地
域
の
住
民
に
寄
り
添
っ

て
、
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
を
解
決
す
る
た

め
の
糸
口
を
一
緒
に
探
っ
て
く
れ
る
「
地
域

の
身
近
な
相
談
相
手
」
な
の
で
す
。

５
月
12
日
は　
　
　
　
　
　
　

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で
は
、

毎
年
５
月
12
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
正

６
年
の
こ
の
日
に
現
在
の
民
生
委
員
制
度
の

源
で
あ
る
「
済
世
顧
問
制
度
」
が
岡
山
県
で

第３民生区 錦町民生委員
池田義潤さん（民生委員歴23年目）

笑顔を見るのが一番うれしいです。

　民生委員になったのは30代の頃です。なったばかり
の頃は高齢者のお宅を訪ねても警戒されるような感じが
ありましたけどね。やっぱり毎週行くと顔を覚えてもら
える。今、回っているのは16軒ですが、一番多いとき
は21軒ありましたね。
　お互いが笑顔で話せる関係にならなければ、この仕事
は務まりません。そういう関係になって初めて心が通じ
合うんです。お宅に訪ねて行くと、皆さん笑顔で迎えて
くれて、世間話をして「じゃあね！また来週ね！」って
笑顔で帰ってくる。何気ないことですが、民生委員とし
て活動する上では、それが大事なことなんだと思います。　　
　毎週私を待っていてくれる人がいて、その人たちが、
今日も元気でいるよという笑顔を見せてくれるときが一
番うれしいかもしれませんね。

見守っていただかないと困ります。

　池田さんと関わるようになって、15年ほどにな
ります。私は夫を亡くしてからずっと一人暮らしで
す。でも、毎週池田さんが顔を見に来てくれるし、
ご近所とも仲良くさせていただいてるので、寂しい
と感じることはあまりないですね。
　県外に住んでいる子供たちのところを訪ねるとき
や旅行に行くときなどは、池田さんとご近所には必
ず伝えます。心配しちゃうといけませんからね。
　最近は割と家にいることが多いので、テレビを見
たり本を読んだりして過ごしています。そこで得た
知識なんかを、池田さんに話すことが多いですね。
　毎週池田さんが来てくれると分かっているから生
活に張り合いが出るんですよ。これからも見守って
いただかないと困ります。

池田さんと茂木洋子さん

　茂木さんにとって、池田さんはどんな
存在なのかお話を聞いてみました。
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始
ま
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
日
か
ら
18
日
ま
で
の
１
週
間
を

「
活
動
強
化
週
間
」
と
し
、
全
国
に
23
万
人

い
る
民
生
委
員
の
活
動
を
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
で
は

こ
の
期
間
、
市
役
所
本
所
と
各
地
域
庁
舎
に

の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
民

生
委
員
の
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
ま
ち
に
笑
顔
を
広
げ
る

 

「
相
談
に
来
た
方
の
悩
み
ご
と
が
解
決
し
、

笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た
と
き
が
、
私
た
ち
民

生
委
員
に
と
っ
て
何
よ
り
も
嬉
し
い
瞬
間
で

す
ね
|
」。
民
生
委
員
の
方
々
は
口
を
そ
ろ

え
て
こ
う
語
り
ま
す
。

　

今
日
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
っ
て
、
多

様
化
す
る
地
域
の
課
題
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地

域
に
な
る
よ
う
、
民
生
委
員
は
日
夜
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
に
笑
顔
を
広
げ
る
た
め
、
民
生

委
員
は
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、

そ
の
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
困
り
ご
と

な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民生委員は見守りのほかにもこんな活動をしています

▲幸せの芽生えを示す四つ葉のクローバ
ーと、民生委員の「み」の文字と児童委
員を示す双葉を組み合わせかたどった平
和のシンボルの鳩

はと

が、愛情と奉仕を表し
ています。民生委員・児童委員は、この
マークの徽

き

章を胸に活動しています。

民生委員・児童委員マーク

▲月１回の民生区ごとの定例会。理事会での報告等を各
民生委員に伝えたり、地区の中の事例などの情報交換を
したりします。
（写真：第11民生区〈上郷地区〉の定例会の様子）

民生委員は地域の皆さんと福祉などの専門機関とをつなぎます

福祉などの
専門機関

▼
皆
さ
ん
の
地
域
の
担
当
民
生
委
員
に
つ

い
て
は
、
本
所
福
祉
課
地
域
福
祉
係
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

民生委員

地域の皆さん

▲月１回の理事会。活動報告をはじめ新しい制度などの
情報共有のために開催されます。この日は、４月に始ま
った運転免許自主返納者や高齢者への外出支援について、
市の担当者が説明しました。

▲第五学区では、民生委員や社会福祉協議会などが協働して一人暮らしの高齢者を対象
にした会食交流会を月１回開催しています。保健講話を聞いたり介護予防体操を行った
りした後にみんなで会食します。この日のメニューは、サケとチーズのコロッケ・もう
そう汁・つぼみ菜のおひたしなど。調理ボランティアの方々が心を込めて作りました。
こうした地域の行事などのお手伝いをするのも、民生委員の活動の一環です。
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

鶴岡市再生可能エネルギー設備普及促進事業費補助金
再生可能エネルギー

■申本所環境課☎内線720

◆募集期間
　来年２月28日○木まで
※予算の範囲内で行うため、
　募集期間中に終了する場合
　があります。
※ 申請書類やパンフレットは
市HPからダウンロードす
ることもできます。

◆対象の設備と補助金または補助率
太陽光発電設備 １ｋｗ当たり１万5,000円（上限12万円）

木質バイオマス燃焼機器（ストーブ） ３分の１（上限５万円）

木質バイオマス燃焼機器（ボイラー） 10分の１（上限15万円）

太陽熱利用装置 10分の１（上限２万5,000円）

地中熱利用装置 10分の１（上限10万円）

※全量充電等の事業用設備は対象外。

　市内在住の個人または市内に本店を置く法人、町内会等がこれから再生可能エネルギー設備を設置する場
合で、市内の業者に工事を発注するか、市内で購入した設備を自ら設置する場合に補助金を受けられます。

鶴岡市住宅リフォーム支援事業費補助金
住宅リフォーム

■申本所建築課☎内線484

◆リフォーム補助
■対 住宅の性能向上等一定の要件を含む工事（30万
円以上）

■補助率　

▽一般リフォーム…工事費の10％（上限20万円）

▽優遇措置が適用されるリフォーム…工事費の15
％～50％（上限30万～200万円）
※ 優遇措置要件…鶴岡産木材使用、移住世帯、婚姻・
出産世帯、子育て世帯、空き家活用等。

◆耐震改修補助
■対昭和56年５月31日以前に着工した旧耐震基準の
　木造一戸建て住宅の耐震改修工事
■補助率　工事費の25％（上限60万円）
■他リフォーム補助との併用可。希望者は耐震診断

　（■費１万3,000円）を受けられます
◆共通
■募集期間　来年１月31日○木まで（耐震改修補助
　は６月頃募集開始予定）
※ 予算の範囲内で行うため、募集期間中に終了する
場合があります。
※ 申請書類やパンフレットは市HPからダウンロード
することもできます。

　市内に自己居住用住宅のある方が、市内の業者に以下のリフォーム工事または耐震改修工事を発注する場
合に補助金を受けられます。ただし、すでに工事を始めている場合や終了している場合は対象外です。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
鶴
岡
市
に
は
52
名

の
新
人
職
員
が
採
用
さ
れ
た
。
産
業
、
教
育
、

福
祉
、
病
院
、
消
防
、
上
下
水
道
な
ど
、
担

う
仕
事
は
幅
広
い
。
そ
の
新
人
た
ち
の
研
修

初
日
の
冒
頭
は
市
長
講
話
。
私
は
、
平
成
９

年
に
農
林
水
産
省
へ
入
省
し
、
公
務
員
と
し

て
17
年
間
働
い
た
。「
講
話
」と
い
う
よ
り
は
、

公
務
員
の
先
輩
と
し
て
の
経
験
を
若
い
皆
さ

ん
に
お
伝
え
し
た
い
、
と
の
思
い
で
お
話
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

役
所
に
入
っ
て
す
ぐ
受
け
た
研
修
の
こ
と

は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
平
成
９
年
度

は
、
省
庁
の
枠
を
超
え
た
人
材
育
成
の
必
要

性
、
ま
た
、
折
か
ら
の
公
務
員
不
祥
事
の
中

で
、
初
め
て
９
週
間
に
わ
た
る
長
期
で
の
各

省
庁
合
同
初
任
研
修
が
実
施
さ
れ
た
年
だ
っ

た
。
研
修
に
参
加
し
て
み
る
と
、
同
期
で
入

省
し
た
仲
間
の
中
で
飛
び
交
う
言
葉
の
意
味

が
よ
く
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
焦
り
を
感
じ

た
。
例
え
ば
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
」。

国
家
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
が
国
民
に
対
し
て
最

低
限
（
ミ
ニ
マ
ム
）
保
障
す
る
生
活
水
準
の

こ
と
で
あ
り
、
有
名
な
日
本
国
憲
法
第
25
条

の
条
文
、「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
行
政
が
最
低

限
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
は
何

か
、
そ
の
水
準
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
公
務

新
年
度
が
ス
タ

ト
。
鶴
岡
市
に
は
2
名 （４）

住宅建築の専門家による住宅相談会
■日５月23日○水午前10時～11時　■場市役所本所
６階大会議室　■内住宅新築・増改築、耐震診断、
住宅リフォーム補助、高齢者減災アドバイス等



7 広報つるおか　2018 . 5 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

員
と
し
て
は
、
常
に
頭
に
入
れ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
概
念
で
あ
る
。
社
会
人
に
な

っ
た
ば
か
り
の
私
は
、
足
り
な
い
こ
と
ば
か

り
、
そ
の
よ
う
な
概
念
を
説
明
す
る
知
識
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
仕
事
に
必
要

な
法
律
、
技
術
、
語
学
な
ど
の
知
識
は
、
ど

れ
も
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
必
死
に
な
っ
て

勉
強
し
た
。
今
も
ま
だ
ま
だ
そ
の
途
上
に
あ

る
。
だ
か
ら
新
人
の
皆
さ
ん
に
は
、「
分
か

ら
な
い
か
ら
と
、
下
を
向
く
必
要
は
な
い
ん

だ
よ
」
と
お
話
し
た
。
絶
え
ず
勉
強
し
て
高

い
見
識
を
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
次
第
で

若
い
皆
さ
ん
自
身
が
、
そ
し
て
鶴
岡
自
体
が

変
わ
っ
て
く
る
。

　

公
務
員
と
は
何
か
。
英
語
に
し
た
方
が
分

か
り
や
す
い
の
だ
が
、「Public servant

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
バ
ン
ト
）」。
つ
ま
り
、

全
体
の
奉
仕
者
。
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
立
場
に
あ
る
の
だ
が
、
い
つ
の
間
に

か
、「
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
あ
げ
て
い
る
」

と
い
う
上
か
ら
目
線
の
行
政
に
陥
っ
て
は
市

民
の
信
頼
、
協
力
は
得
ら
れ
な
い
。
常
に
市

民
目
線
で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
公
務
員
に
は
、

要
領
よ
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
よ
り
も
も
っ

と
大
事
な
こ
と
が
あ
る
。
公
平
・
公
正
に
、

誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
。
決
し
て
こ
の
基
本

か
ら
外
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

新
人
職
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
４
月
は
緊

張
の
連
続
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
良
い
仕
事

を
す
る
前
提
と
し
て
、
心
と
体
の
健
康
が
第

一
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
で
気
分
転
換

を
。　

医療サービスの向上に向けた様々な取り組みを紹介
荘内病院

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6333

人間ドック（入院）レディースデー

　女性の人間ドック受診者の声を受け12月～来年
３月にレディースデーを設けます。受診者を女性に
限定し、女性向けの内容を充実します。この機会に
人間ドックを受診してみませんか。
■期間　12月～来年３月の毎月第４月曜・木曜日
■定員　１日５人
■レディースデー特典
▷看護師による乳がんのセルフチェック実践指導
▷更年期障害のお話
▷同院内９階の美容室・理容室での特典

医療福祉・がん相談窓口

　治療の不安や悩みは医療福祉専門の相談員（看護

師・医療ソーシャルワーカー）にご相談ください。
■内容
「介護保険・障害者手帳等の手続き」「退院後の療養
生活」「不安・精神的な苦痛」「治療と就労の両立」「セ
カンドオピニオン」「医療費・生活費の心配」等
■日時　毎週月曜～金曜日の午前８時30分～午後
　　　　５時15分
■場所　医療福祉…同院内地域医療連携室
　　　　がん…同院内緩和ケアサポートセンター鶴
　　　　岡・三川（要事前連絡☎26‐5155）

社会保険労務士による無料相談窓口

■日時　毎月第２火曜日の午前９時～11時
■場所　同院内第一相談室（要事前連絡☎26‐51
　　　　55）

荘内病院職員募集【平成31年４月１日採用予定】

職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■募集職種・受験資格
▷薬剤師（大卒程度）…昭和59年４月２日以降に生
まれ、薬剤師免許を取得している方（平成31年４月
までに取得見込みの方を含む）
■試験日時
　６月10日○日午前10時
■申込み受付
▷５月１日○火～25日○金に申込書を同院総務課へ（郵
送の場合は25日までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び本所職員課で交付
▷市HP「職員採用情報」及び同院HP「職員募集」
からダウンロードすることもできます
▷郵送で請求する場合は、封筒の表に「受験案内請
求」　と朱書きし、返信用封筒（宛先を明記し140
円分の切手を貼り付けた角形２号封筒。折り畳んで
も構いません）、応募職種・連絡先を記入したメモ
を同封し、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４‐
20）へ　



8■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市内の中小企業・小規模事業主の皆様へ

平成30年度鶴岡市正社員化促進事業奨励金

■奨励金の概要
　市内に在住・勤務する45歳
未満の非正規雇用労働者を正社
員に転換し、6か月間継続雇用
した場合に奨励金を支給します

■問本所商工課☎内線563

■支給金額

小規模事業主：キャリアアップ助成金で規定する「中小企業事業主」のうち以下の条件を満たすもの
　業種区分「製造業その他」　→　企業全体の常時雇用する労働者数が20人以下
　業種区分「小売・サービス・卸売業」　→　企業全体の常時雇用する労働者数が5人以下

キャリアアップ助成金
（厚生労働省）

奨励金
（山形県）

有期雇用→正規雇用
※１人当たり 57万円

小　40万円
中　30万円

無期雇用→正規雇用
※１人当たり 28.5万円

小　20万円
中　15万円

小…小規模事業主　中…中小企業事業主

■支給要件
○ 市内に雇用保険適用事業所がある中小企業・小規模事業主であること
○ 厚生労働省「キャリアアップ助成金（正社員化コース）」及び「山形
県正社員化促進事業奨励金」が支給されていること
○取り組みの実施が平成30年４月１日以降であること　等

■問キャリアアップ助成金…ハ
ローワーク鶴岡☎25‐2501
山形県奨励金…山形県雇用対策
課☎023‐630‐2389　■他HP

Ⅰ．キャリアアップ助成金
書類提出先：ハローワーク鶴岡

　　キャリアアップ計画書提出

　　正社員転換後おおむね１か
　　月以内に転換等実施報告書
　　提出
　　

キャリアアップ助成金支給決定
後１か月以内…

　　 県奨励金支給申請書及び添
付資料提出

　　※提出の際、切手を貼った
　　　返信用封筒を持参し、申
　　　請書の写しに受領印をも
　　　らう手続きを行ってくだ
　　　さい。

↓
県奨励金の受給

　　正社員転換後おおむね１か
　　月以内に転換等実施報告書
　　提出

県奨励金の申請書受付後１か月
以内…

　　 市奨励金支給申請書及び添
付資料提出

↓
市奨励金の受給

　　６か月継続雇用後キャリア
　　アップ助成金支給申請書提
　　出
　　※ 申請書の写しに受領印を

もらってください。
↓

キャリアアップ助成金支給決定
山形労働局から交付決定が通知

されます
↓

キャリアアップ助成金の受給

非正規雇用労働者を正社員に転換

■申請の流れ 国・県・市それぞれへ①～⑥の順に書類を提出してください。

Ⅱ．県奨励金
書類提出先：山形県雇用対策課

Ⅲ．市奨励金
書類提出先：鶴岡市商工課

○！注意　市への申請には、国及び県に提出した書類の写しが必要です。
提出前に必ず全書類の写しを準備し、申請の際に忘れずに添付してく
ださい。

正社員化促進

　若者の長期の雇用安定と優秀な人材の確保・定着のため、非正規雇用労働者を正社員に転換した場合に、「キ
ャリアアップ助成金」及び「山形県正社員化促進事業奨励金」に上乗せして市の奨励金を支給します。

奨励金
（鶴岡市）
小　20万円
中　15万円
小　10万円
中　7.5万円

右の表の
金額を上乗せ

▼

２ ３

４

５

６

１
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市
政

介
護
保
険
運
営
協
議
会　
　

公
募
委
員
を
募
集

　

介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
行
管
理
、
介
護

保
険
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
・
審
議
す

る
同
協
議
会
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
３
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
４
月
１
日
現
在
で

20
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■申
５
月
18
日
○金
ま
で
申
込
書
を
本
所

長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
０
へ
（
郵
送
は
当

日
必
着
）　

■他
市
HP

健
康
・
福
祉

40
歳
未
満
の
方
へ

さ
わ
や
か
健
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診　

■日
①
10
月
15
日
○月
・

17
日
○水
午
前
９
時
、
午
後
１
時
30
分　

②
10

月
22
日
○月
・
30
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■場
①

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

②
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■内
・
■費

一
般
健
康
診
査
（
１
、
５
０
０
円
）
…
身
体

計
測
（
身
長
、
体
重
、
腹
囲
）、
血
圧
測
定
、

内
科
診
察
、
心
電
図
、
尿
検
査
（
た
ん
ぱ
く
、

糖
）、
血
液
検
査
（
脂
質
、
肝
機
能
、
貧
血
、

血
糖
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ン
）　

骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
（
５
０
０
円
）
…
腕
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

市がマイナンバーカード申請をお手伝いします
マイナンバーカード

■問本所市民課☎内線116または各地域庁舎市民福祉課へ

マイナンバー（個人番号）カード申請に必要な顔写真を無料で撮影し、インターネット申請をお手伝いします。

■マイナンバーカードの申請

▼申請場所
　本所市民課または各地域庁舎市民福祉課
▼申請受付時間
　月曜～金曜日（祝日・祭日、年末年始〈12
月29日～１月３日〉除く）の午前８時30分～
午後４時30分
▼所要時間
　30分程度（混雑状況やインターネットの通
信状況で変わります）
▼申請に必要な物
①通知カードの下のマイナンバーカード交付申
請書（紛失や住所・氏名変更の場合は再発行）
②本人確認書類（運転免許証、保険証等）
③印鑑

●ご注意ください
・顔写真を撮影するため申請は本人分のみ
・申請者が15歳未満または成年被後見人の場合、
法定代理人の同行が必要

■マイナンバーカードの交付

　申請から約１か月後に、受け取りを案内する交付通知書（はがき）が届きます。市役
所本所市民課または各地域庁舎市民福祉課で本人が受け取ってください。

マイナンバーカードマイナンバーカード
交付申請書交付申請書
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介
護
相
談
員
を
募
集

　

介
護
相
談
員
は
介
護
施
設
へ
の
訪
問
相
談

活
動
を
通
じ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
声

を
事
業
者
に
伝
え
る
橋
渡
し
役
を
担
い
ま
す
。

■対
市
内
在
住
で
普
通
自
動
車
免
許
を
持
ち
、

次
の
活
動
が
で
き
る
方
１
人　

①
月
４
回
〜

６
回
程
度
施
設
へ
訪
問
し
報
告
書
を
作
成
す

る　

②
月
１
回
の
連
絡
会
に
出
席
す
る　

■申

５
月
15
日
○火
ま
で
に
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内

線
１
９
０
へ　

■他
書
類
選
考
・
面
接
で
採
用

を
決
定
。
採
用
後
研
修
あ
り

子
育
て
・
教
育

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ま
か
せ
て
会
員
を
募
集
し
ま
す

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
の
送
迎
や
保
護

者
の
病
気
・
仕
事
等
の
と
き
に
子
供
を
預
け

た
い
方
（
お
ね
が
い
会
員
）
へ
、
援
助
し
て

く
れ
る
方
（
ま
か
せ
て
会
員
）
を
紹
介
す
る

等
の
育
児
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
か
せ
て
会
員
に
な
る
に
は
登
録
が
必
要

で
す
。
子
育
て
経
験
を
生
か
し
た
い
方
、
子

育
て
家
庭
を
応
援
し

た
い
方
等
、
特
別
な

資
格
が
な
く
て
も
子

供
が
好
き
で
あ
れ
ば

誰
で
も
登
録
で
き
ま

す
。
ま
た
、
万
が
一

の
場
合
に
備
え
て
保

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

齢
者
…
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障
害
者

…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

特
別
障
害
者
手
当
と
障
害
児

福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

▼
特
別
障
害
者
手
当　

■対
20
歳
以
上
で
、
国

民
年
金
障
害
基
礎
年
金
の
１
級
程
度
の
障
害

が
重
複
す
る
な
ど
著
し
い
重
度
の
障
害
状
態

に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方　

■
給
付
月
額

２
万
６
、
９
４
０
円

▼
障
害
児
福
祉
手
当　

■対
20
歳
未
満
で
、
重

度
の
障
害
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方　

■

給
付
月
額　

１
万
４
、
６
５
０
円

▼
共
通　

■対
障
害
は
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
・

心
臓
・
腎
臓
・
精
神
等
（
施
設
入
所
、
入
院

中
の
方
は
非
該
当
）　

■持
所
定
の
診
断
書
等　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
費

用
を
助
成
し
ま
す

　

自
宅
で
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際

に
、
そ
の
出
張
旅
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■対
65
歳
以
上
で
、
老
衰
や
病
気
等
で
理
容
所

や
美
容
院
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
要
介
護
３

以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方　

■内
１
回
１
、

０
０
０
円
の
出
張
旅
費
助
成
券
を
交
付
（
年

６
枚
ま
で
）　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

ま
す
。
５
人
以
上
の
団
体
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い　

▽
体
操
を
始
め
る
に
は
椅
子
、
テ
レ

ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
再
生
機
が
必
要
で
す

■申
同
課
☎
内
線
５
３
１

耳
・
手
足
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
５
月
９
日
○水
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
で
、
新
た
に
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補

装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治

療
中
の
方
を
除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、

肢
体　

■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
交
付
済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ高

齢
者
・
障
害
者
住
宅
整
備

資
金
の
利
子
を
補
給
し
ま
す

　

高
齢
者
や
障
害
者
向
け
に
住
宅
の
増
築
や

改
造
を
す
る
際
、市
内
の
指
定
金
融
機
関（
漁

協
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
か
ら
融
資
を

受
け
た
場
合
に
、
利
子
の
一
部
を
市
が
補
給

し
ま
す
。

■対
①
60
歳
以
上
の
方　

②
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
〜
４
級
所
持
者　

③
療
育
手
帳
Ａ
所
持

者　

④
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
と
同
居
し
て
い

る
方　

■
利
子
補
給
対
象
額　

３
０
０
万
円

以
内　

■
利
率　

１
・
２
％
（
変
動
の
場
合

あ
り
）
で
す
が
、
市
が
年
１
・
２
％
分
を
利

子
補
給
す
る
た
め
利
子
の
自
己
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん　

■
返
済
方
法　

10
年
以
内
で
元
利

均
等
ま
た
は
元
金
均
等
の
月
賦
償
還　

■申
高

検
査
（
一
般
健
康
診
査
を
受
診
す
る
方
で
今

年
度
中
に
20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・
35
歳
に
な

る
方
。
②
の
日
程
で
受
診
）　

■他
託
児
あ
り

（
要
予
約
）

▼
メ
ン
ズ
健
診　

■日
11
月
５
日
○月
・
９
日

○金
・
22
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■内
一
般
健
康
診
査
（
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診

と
同
じ
）　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
職

場
等
で
健
診
機
会
の
な
い
昭
和
54
年
４
月
１

日
以
降
生
ま
れ
の
方　

■申
５
月
１
日
○火
〜
７

月
31
日
○火
に
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内

線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
に
減
免
制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

い
き
い
き
百
歳
体
操
を　
　

始
め
ま
せ
ん
か
？

　

い
き
い
き
百
歳
体

操
は
、
手
首
と
足
首

に
重
り
を
付
け
椅
子

に
座
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

な
が
ら
行
う
体
操
で

す
。
筋
力
や
バ
ラ
ン

ス
能
力
が
高
ま
り
、

転
び
に
く
い
元
気
な

体
づ
く
り
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
足
腰
が
弱

く
な
っ
た
、
膝
や
腰
が
痛
い
な
ど
体
力
の
低

下
を
感
じ
て
い
る
方
も
気
軽
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
各
地
域
や
団
体
等
で
約
９
０
０
人

が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
み
ん
な
で
い
き
い

き
百
歳
体
操
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

▽
始
め
る
前
に
本
所
長
寿
介
護
課
が
説
明
し
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年
金
・
税

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
国
民
年
金
加
入
の
学
生
で
、

収
入
が
一
定
額
以
下
等
の
基
準
に
該
当
す
る

方
は
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
（
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
10
年

以
内
に
追
納
可
）。
納
付
特
例
適
用
を
希
望

す
る
方
は
、
住
民
登
録
が
あ
る
市
区
町
村
の

国
民
年
金
窓
口
で
、
早
目
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

■対
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
課
程

に
限
る
）
等
に
在
籍
す
る
学
生　

■持
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
年
金

手
帳
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書　

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
学
生
の
間
は
毎

年
要
申
請

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

　

国
保
の
加
入
・
脱
退
等
の
手
続
き
は
各
自

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
無
保
険
の
方
は
い
ま
せ
ん
か　

次
の
方
以

外
は
、
原
則
と
し
て
国
保
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん　

①
会
社
等
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族　

②
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

険
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

　

様
々
な
事
情
で
自
分
の
家
族
と
暮
ら
せ
な

く
な
っ
た
子
供
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え

入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
を
持
っ

て
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
里
親
に
は
、

養
育
里
親
、
専
門
里
親
、
親
族
里
親
、
養
子

縁
組
を
希
望
す
る
里
親
が
あ
り
ま
す
。
登
録

申
請
な
ど
詳
し
く
は
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
25
‐
２
７
４
１
へ
。

こ
ん
な
と
き
は
子
育
て
短
期
支

援
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ　

病
気
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
で
一
時
的
に
子
育
て
が
で
き
な
い
場
合
に
、

７
日
を
限
度
に
子
供
を
預
か
り
ま
す
。

■費
２
歳
未
満
…
８
、０
０
０
円　

２
歳
以
上

…
４
、５
０
０
円

▼
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ　

仕
事
な
ど
で
夜

間
や
休
日
に
不
在
に
な
る
場
合
に
子
供
を
預

か
り
ま
す
。

■費
夜
間
（
午
後
9
時
ま
で
）
…
２
、２
５
０

円　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
…
４
、５
０
０

円▼
共
通　

■対
０
歳
〜
小
学
生　

■費
子
供
１
人

1
日
。
市
民
税
の
課
税
状
況
等
で
減
免
あ
り　

■
実
施
施
設　

鶴
岡
乳
児
院
…
２
歳
以
下

七
窪
思
恩
園
…
２
歳
以
上　

■問
本
所
子
育
て

推
進
課
☎
内
線
１
５
２

窓
口
で
の
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
た
場
合

で
も
、「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
は
軽
減

さ
れ
る
前
の
自
己
負
担
額
が
記
載
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
等
も
よ
く
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
30
年
分
の
申
告
に

使
用
で
き
る
11
月
・
12
月
の
診
療
分
の
「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
来
年
２
月
末
頃
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。

■問
医
療
費
控
除
の
申
告
…
鶴
岡
税
務
署
☎
22

‐
１
４
０
１
ま
た
は
本
所
課
税
課
☎
内
線
２

０
１　

医
療
費
の
お
知
ら
せ
…
本
所
国
保
年

金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

平
成
30
年
度
の
市
・
県
民
税
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方　

５
月
15
日
○火
に
各
事
業
所
に
発
送
。
各
個
人

に
は
各
事
業
所
が
配
付
し
ま
す

▼
そ
れ
以
外
の
方　

６
月
15
日
○金
に
各
個
人

に
発
送　

▼
共
通　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

平
成
30
年
度
の
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■対
今
年
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
（
バ
イ

ク
や
小
型
特
殊
自
動
車
、
乗
用
の
農
機
具
等

を
含
む
）
を
所
有
す
る
方　

■
納
期
限　

５

月
31
日
○木
（
１
年
分
を
１
回
で
納
付
。
月
割

り
課
税
な
し
。
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名

義
変
更
を
し
て
も
30
年
度
分
全
額
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
）　

■問
本
所
課
税
課
☎
内

線
２
０
６　

■他
▽
納
税
証
明
書
は
車
検
時
に

必
要
で
す
。大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い（
口

▼
二
重
加
入
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か

国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
が
会
社
等
に
勤
め

る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
勤
め
て
い
る
方
の
扶

養
に
な
っ
た
り
し
て
、
新
た
に
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の
喪
失
届
が
必
要

で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
国
保
に
加
入
し
た

ま
ま
と
な
り
、
健
康
保
険
料
と
国
保
税
を
二

重
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い

▼
適
正
な
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
国
保
以
外
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
の
扶
養
に

な
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
健
康

保
険
の
切
替
え
が
で
き
ま
す
。
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
、
家
族
が
勤
め
て
い
る
会
社
等

で
確
認
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

医
療
費
控
除
の
手
続
き
に
医
療
費

の
お
知
ら
せ
が
使
用
で
き
ま
す

　

鶴
岡
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
、
奇
数
月

の
末
頃
に
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
送
っ

て
い
ま
す
。
税
制
改
正
に
よ
っ
て
、
所
得
税

の
確
定
申
告
や
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す

る
際
、
医
療
機
関
が
発
行
す
る
領
収
書
の
代

わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
に
添
付

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
は
領

収
書
の
添
付
が
必
要
で
し
た
が
、
平
成
29
年

分
の
申
告
か
ら
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
（
た

だ
し
、
領
収
書
は
５
年
間
の
保
存
が
必
要
）。

ま
た
、
医
療
費
の
公
費
負
担
等
に
よ
っ
て
、

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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か
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
近
年
、
局

地
的
な
集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、

河
川
や
水
路
の
急
な
増
水
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

水
難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
と
と

も
に
、
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を

見
掛
け
た
ら
注
意
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

で
水
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

毎
日
が
防
犯 

気
を
つ
け
よ
う

み
ん
な
で
犯
罪
被
害
防
止
！

　

春
は
開
放
的
な
気
分
に
な
る
と
と
も
に
、

外
出
の
機
会
も
増
え
て
犯
罪
が
多
発
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

▽
架
空
請
求
・
還
付
金
詐
欺　

▽
住
宅
侵
入

（
空
き
巣
）　

▽
不
審
者
の
声
掛
け
・
連
れ
去

り　

▽
ス
ト
ー
カ
ー
・
チ
カ
ン
・
ひ
っ
た
く

り　

▽
車
上
狙
い
・
自
転
車
盗
難

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と

き
は
届
出
が
必
要
で
す

　

個
人
及
び
法
人
が
売
買
契
約
、相
続
、贈
与
、

法
人
の
合
併
等
で
森
林
（
登
記
上
の
地
目
に

か
か
わ
ら
ず
都
道
府
県
が
作
成
す
る
地
域
森

林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林
）
の
土

地
を
新
た
に
取
得
し
た
場
合
は
、
面
積
に
か

か
わ
ら
ず
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
が
必

要
で
す
（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地

売
買
契
約
の
届
出
を
し
た
場
合
は
不
要
）。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

実
施
し
ま
す
。

■
指
定
区
域　

本
町
一
丁
目
・
二
丁
目
・
三

丁
目
、
三
和
町
、
睦
町
、
三
光
町
、
双
葉
町
、

千
石
町
、
昭
和
町
、
大
東
町
、
神
明
町
、
苗

津
町
、
日
出
一
丁
目
・
二
丁
目
、
錦
町
、
新

形
町
、
上
畑
町
、
山
王
町
、
泉
町
、
若
葉
町
、

家
中
新
町
、
馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
城
北
町
、

陽
光
町
、
青
柳
町
、
美
原
町
、
大
宝
寺
町
、

末
広
町
、
日
吉
町
、
宝
町
、
鳥
居
町
、
新
海

町
、
大
西
町
、
み
ど
り
町
、
西
新
斎
町　

■

受
付
要
件　

市
税
等
滞
納
の
な
い
方
が
所
有

す
る
不
良
住
宅
、
再
建
築
可
能
等　

■申
５
月

１
日
○火
〜
８
月
31
日
○金
に
本
所
都
市
計
画
課

☎
内
線
４
６
４
へ

土
砂
災
害
危
険
区
域
実
態
調

査
に
ご
協
力
を

　

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
を
図

る
た
め
、
鶴
岡
地
域
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
調
査
時
は
危
険
区
域
近
隣
に
立
ち
入
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■日
５
月
７
日
○月
〜
24
日
○木　

■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
内
線
１
８
５

大
切
な
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う

５
月
は
「
水
防
月
間
」
で
す

　

も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
日
頃
か
ら
の
心

構
え
が
必
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
確
認
や
準

備
を
し
て
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
テ
レ
ビ
等
の
気
象
情
報
に
留
意
し
ま
し
ょ

う　

▽
避
難
場
所
・
避
難
路
を
確
認
し
ま
し

ょ
う　

▽
非
常
持
出
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

　

ま
た
、
農
業
用
水
の
通
水
が
始
ま
り
、
水

し
ま
す生

活
・
そ
の
他

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
２

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

２

平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

羽黒
荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅

平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅

平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅

２
階
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅

１
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

７
月
中
旬
以
降　

■申
５
月
１

日
○火
〜
18
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
藤
島
・
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎

産
業
建
設
課
へ

老
朽
危
険
空
き
家
の
寄
附
を

受
け
付
け
ま
す

　

若
者
世
帯
や
移
住
希
望
者
等
の
ま
ち
な
か

居
住
促
進
を
図
る
た
め
、
市
で
は
次
の
指
定

区
域
内
に
あ
る
老
朽
危
険
空
き
家
（
不
良
住

宅
）
の
寄
附
を
受
け
付
け
ま
す
。
そ
の
後
、

解
体
し
整
地
し
た
土
地
を
活
用
し
、
事
業
を

座
振
替
の
方
に
は
５
月
31
日
○木
の
引
き
落
と

し
後
に
発
送
）　

▽
身
体
障
害
者
等
の
減
免

は
、
５
月
15
日
○火
〜
31
日
○木
に
同
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
減
免
に
は
障
害
等
級
等
の

条
件
あ
り
。
今
ま
で
減
免
を
受
け
て
い
た
方

は
、
車
が
変
わ
る
な
ど
し
な
け
れ
ば
改
め
て

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

構
造
減
免
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
）

平
成
29
年
分
の
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
み

の
方　

５
月
15
日
○火
か
ら
発
行

▼
そ
れ
以
外
の
方　

６
月
15
日
○金
か
ら
発
行

▼
共
通　

■持
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
）　

■申
本
所
市
民
課
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■問
本
所
課
税

課
☎
内
線
２
０
１　

平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■
発
送
日　

５
月
15
日
○火　

■対
今
年
１
月
１

日
現
在
の
登
記
簿
や
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

土
地
や
家
屋
等
の
所
有
者
と
し
て
登
載
さ
れ

て
い
る
方　

■
納
期
限　

第
１
期
…
５
月
31

日
○木　

第
２
期
…
７
月
31
日
○火　

第
３
期
…

来
年
１
月
４
日
○金　

第
４
期
…
２
月
28
日
○木

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７　

■他
納
税
通

知
書
に
土
地
・
家
屋
の
一
筆
・
一
棟
ご
と
の

「
課
税
資
産
の
内
訳
」
を
添
付
し
て
い
ま
す
。

必
ず
課
税
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
同

封
の
ミ
ニ
読
本
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
５
月
22

日
○火
は
各
地
域
庁
舎
に
も
相
談
窓
口
を
設
置

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
で
は
、
５
月
中
旬
に
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

建
築
物
等
の
解
体
時
に
は
届
出
を
し
、
木
材
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の
分
別

解
体
及
び
再
資
源
化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

鶴
岡
大
山
工
業
団
地 

分
譲
中

助
成
制
度
も
拡
充

■
分
譲
区
画　

地
図
参
照
（
分
筆
応
相
談
。

③
〜
⑥
の
一
部
区
画
は
交
渉
中
）　

■
分
譲

価
格　

１
㎡
当
た
り
１
万
５
、
８
０
０
円
〜

１
万
６
、
７
０
０
円　

■
助
成
内
容　

２
、

０
０
０
㎡
以
上
を
取
得
し
た
場
合
…
取
得
価

格
の
２
分
の
１　

１
万
㎡
以
上
を
取
得
し
た

場
合
…
取
得
価
格
の
３
分
の
２
（
上
限
３
億

円
）　

■問
鶴
岡
市
開
発
公
社
☎
22
‐
９
０
６

９
ま
た
は
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
９
３
へ

視
通
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
務
局
☎
22
‐
２

８
４
８不

用
の
家
電
類
等
を
回
収
す
る

無
許
可
・
違
法
業
者
に
注
意

　

郵
便
受
け
に
入
っ
て
い
る
不
用
品
回
収
の

チ
ラ
シ
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
許
可
の
違
法

な
業
者
が
投
函
し
た
も
の
で
す
。
回
収
さ
れ

た
物
の
多
く
が
、
不
法
投
棄
、
不
適
正
管
理
・

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
額
な
処
理
料
金
を

請
求
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

同
調
査
は
製
造
業
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
に
行
わ
れ
、
調
査
結
果
は
国
や
市
の
行
政

施
策
資
料
等
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
員
が

伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
５
月
中
旬
頃
か
ら　

■対
６
月
１
日
現
在
で

製
造
業
を
営
む
事
業
所　

■問
本
所
情
報
企
画

課
☎
内
線
７
０
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務

企
画
課
へ

市
主
催
の
商
談
会
に

出
展
す
る
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
の
農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品
を
P

R
す
る
た
め
、
東
京
の
飲
食
店
を
対
象
に
し

た
商
談
会
に
出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
11
月
８
日
○木　

■場
東
京
都
中
央
区
銀
座

■申
７
月
27
日
○金
ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５

７
４
へ　

■他
市
HP

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
本
所
農
政
課
☎
内
線

５
８
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
民
家
に
近
い
場
合
は

警
察
署
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
防
止
活
動
に
補
助
し
ま
す

　

農
作
物
の
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、
電
気

柵
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
被
害
防
止
器
具
の
購

入
経
費
や
地
域
主
体
で
行
う
被
害
防
止
活
動

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■対
農
業
者
、
営
農
組
織
等　

■申
本
所
農
政
課

☎
内
線
５
８
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建

設
課
へ鶴

岡
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦

　

５
月
30
日
の
ご
み
ゼ
ロ
の
日
に
合
わ
せ
て

清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■日
５
月
30
日
○水
午
前
10
時
（
小
真
木
原
公
園

中
央
駐
車
場
集
合
）　

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎

内
線
６
７
７

不
法
投
棄
は
犯
罪

　

自
分
の
土
地
で
も
み
だ
り
に
ご
み
を
捨
て

る
と
不
法
投
棄
と
な
り
、
５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
、
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

さ
れ
ま
す
。
会
社
・
団
体
等
が
行
っ
た
場
合

は
、
さ
ら
に
３
億
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ

ま
す
。
不
法
投
棄
を
見
掛
け
た
ら
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
内
「
鶴
岡
市
不
法
投
棄
監

至庄内空港

①1,983㎡　　   ② 1,650㎡
③１万4,143㎡　④１万1,462㎡
⑤６万2,547㎡　⑥２万2,834㎡

至国道7号

羽前大山駅

①

②

④

⑤

③

⑥

大
山
川

山
林
と
そ
の
周
囲
１
㎞
に
火
入
れ

を
す
る
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

　

火
入
れ
従
事
者
数
や
防
火
帯
の
幅
等
は
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
前
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■申
火
入
れ
実
施
日
の
７
日
前
ま
で
申
請
書
と

実
施
地
の
見
取
図
を
本
所
農
山
漁
村
振
興
課

☎
内
線
５
９
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建

設
課
へ　

■他
申
請
書
は
市
役
所
本
所
、
各
地

域
庁
舎
及
び
一
部
の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
設
置

松
く
い
虫
防
除
に
ご
協
力
を

　

庄
内
海
岸
林
に
お
け
る
松
く
い
虫
防
除
の

た
め
、
薬
剤
散
布
を
５
月
下
旬
〜
６
月
中
旬

（
予
定
）
に
下
川
地
区
と
湯
野
浜
地
区
で
実

施
し
ま
す
。
該
当
す
る
森
林
所
有
者
及
び
周

辺
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
１
７

熊
が
頻
繁
に
出
没
し
ま
す　

特
に
警
戒
し
ま
し
ょ
う

　

５
月
〜
６
月
は
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
熊
が

餌
を
求
め
て
行
動
す
る
季
節
で
す
。
特
に
夕

方
か
ら
早
朝
ま
で
は
、
人
里
に
出
没
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
山
や
山
際
の
農
地

に
出
掛
け
る
際
は
、
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
等
、

音
の
よ
く
出
る
も
の
を
携
帯
し
、
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
山
や
畑
に
生
ゴ

ミ
な
ど
を
放
置
す
る
と
熊
や
猿
を
餌
付
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 荘銀タクト鶴岡　NHK交響楽団　こけら落とし公演

＜荘銀タクト鶴岡＞

尾高忠明氏が指揮、仲道郁代氏がピアニストを
務め、新会館の誕生を華やかに祝福。国内最高
峰の演奏に客席から大きな拍手が湧き起こりま

３.18
した。17日には同楽団員による演奏指導も行
われ、約70人の中学生・高校生が国内トップ
クラスの奏者から指導を受けました。

約250組が出場した前日の予選会を勝ち抜いた
20組が自慢の歌声を存分に披露しました。会
場は横断幕等を持って応援に駆けつけた家族・

４.８
友人をはじめ、大勢の観客で満席に。ゲストに
細川たかし氏・石原詢子氏を迎えた生放送はス
テージと客席が一体となって盛り上がりました。

鶴岡 NHKのど自慢

＜荘銀タクト鶴岡＞
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鶴岡 キタゾウアザラシ公開

「大きいね～！」。昨年10月に保護され
た幼獣。訪れた多くの観光客や家族連れ
に愛きょうのある姿を見せています。

３.17

＜加茂水族館＞

羽黒 新島スキー交流

友好都市・東京都新島村の児童42人が
来鶴。羽黒地域の児童たちとスキーをし
ながら交流し、友好の絆を深めました。

３. 27
   ～30

＜羽黒山スキー場＞

櫛引 櫛引地域リーダー研修会

春からの各地区子ども会を担う児童たち。
座学やゲーム等を通して交流を図りなが
らリーダーの心得を学びました。

３. 22
    ・23

＜金峰少年自然の家＞

市内外 広域交通安全新潟・山形　県境合同街頭指導

「気を付けて運転してくださいね」。村上
市と本市の交通安全団体等が連携し、国
道７号を通る車両に呼び掛けました。

４.６

＜県境広場（村上市・鶴岡市）＞

「第36回全国豊かな海づくり大会」の御臨席に
合わせ、天皇皇后両陛下が本市の国指定史跡・
松ヶ岡開墾場、加茂水族館をご視察されたこと

３. 27
    ・29

を後世に伝える記念碑。出席した関係者などが
ご視察の様子を振り返り建立を祝うとともに、
各施設のさらなる発展を願いました。

市内 天皇皇后両陛下行幸啓記念碑除幕式

＜松ヶ岡開墾場、加茂水族館＞
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引
庁
舎
総
務
企
画
課
内
「
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り

塾
櫛
引
グ
ル
ー
プ
」
事
務
局
☎
内
線
２
１
６　

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

大
人
の
た
め
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
ア
ー
ス
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

■日
５
月
16
日
○水
・
18
日
○金
午
後
２
時
・
７
時　

■定
各
回
先
着
78
人　

■内
ヒ
ー
リ
ン
グ
番
組
と

春
の
星
座
解
説　

■費
高
校
生
以
上
１
４
０
円　

■場
・
■問
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

裁
判
手
続
き
・
裁
判
員
制
度
の
説
明
等

山
形
地
方
裁
判
所
鶴
岡
支
部
・
裁
判
所
見
学
会

■日
５
月
17
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
30

人　

■場
・
■申
同
支
部
庶
務
課
☎
23
‐
６
６
６

６
六
十
里
越
街
道
安
全
祈
願
祭

〜
雪
ツ
バ
キ
回
廊
を
歩
く
〜

■日
５
月
19
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
多
層
民
家

集
合
）　

■場
多
層
民
家
↓
蟻
腰
坂
↓
弘
法
茶

屋
跡
↓
千
手
ブ
ナ
↓
起
点　

■費
２
、
６
０
０

円
（
昼
食
代
等
）　

■申
５
月
12
日
○土
ま
で
あ

さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

Ｉ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
８
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
部
門
」
や
ま
が
た
開
催
記
念

日
本
酒
チ
ャ
リ
テ
ィ
試
飲
会
in
鶴
岡

■日
５
月
19
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後
４
時　

■場

マ
リ
カ
広
場
、
つ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）　

■費

２
、
０
０
０
円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
）

プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト
…
５
、０
０
０
円（
前

売
り
限
定
１
０
０
枚
）　

■
前
売
り
券
取
扱

い　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、

観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ　

■他
残
雪
量

で
コ
ー
ス
変
更

早
田
孟
宗
の
里
ま
つ
り

■日
５
月
13
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■場

早
田
公
民
館　

■内
早
田
の
「
ん
め
も
の
」
コ

ー
ナ
ー
（
■時
午
前
11
時　

■費
食
券
１
、
０

０
０
円
）、
朝
掘
り
孟
宗
等
の
販
売
、
孟
宗

掘
り
体
験
（
■定
先
着
50
人　

■費
大
人
…
１
、

５
０
０
円
〈
昼
食
代
・
孟
宗
お
土
産
付
き
〉　

小
学
生
以
下
…
50
円　

■持
軍
手
等　

■申
５
月

10
日
○木
ま
で
）　

■問
早
田
自
治
会
☎
44
‐
２

１
５
２田

舎
の
う
ま
い
も
ん
食
堂

〜
関
川
の
食
文
化
も
の
が
た
り
〜

■日
５
月
13
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
周
辺　

■内
山
菜
料
理

・
べ
ろ
べ
ろ
も
ち
販
売
、
し
な
織
・
ま
き
割

り
体
験
等　

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５
０

２
た
に
し
の
楽
校
開
校
日

■日
５
月
13
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
３
時　

■場

旧
大
網
小
田
麦
俣
分
校　

■問
た
に
し
の
楽
校

事
務
局
（
南
）
☎
22
‐
９
６
９
６

出
会
う
、
つ
な
が
る

こ
し
ゃ
っ
て
マ
ル
シ
ェ 

は
る

■日
５
月
13
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

櫛
引
庁
舎
南
側
緑
地　

■内
農
産
物
・
加
工
品

・
雑
貨
等
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■問
櫛

■問
同
校
☎
22
‐
０
０
６
１

開
館
し
ま
す　
　
　
　
　
　

新
民
館
（
旧
大
山
小
校
舎
）

■日
５
月
４
日
○金
・
５
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後

３
時　

■内
教
室
の
再
現
、
昔
の
教
材
等
の
展

示　

■場
・
■問
大
山
小
☎
33
‐
２
５
７
０

夜
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
＆
星
を

見
る
会
（
ス
テ
ラ
の
会
）

■日
５
月
10
日
○木
午
後
７
時　

■定
先
着
78
人

■内
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
ア
ー
ス
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
」、
観
望
会
「
輝
く
金
星
と
最
大
の
惑
星
・

木
星
を
見
よ
う
」　

■費
▽
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円　

３
歳
以
上
…
60

円　

▽
観
望
会　

小
学
生
以
上
…
１
0
０
円　

■場
・
■問
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０　

■他

資
料
を
希
望
す
る
方
は
１
０
０
円

早
田
孟
宗
直
売
所「
産
直
わ
さ
だ
」

■日
５
月
12
日
○土
ま
で
の
午
前
８
時
〜
10
時
30

分　

■場
早
田
地
内
国
道
７
号
駐
車
帯
付
近　

■内
新
鮮
な
朝
掘
り
孟も

う
そ
う宗
の
量
り
売
り　

■問
早

田
自
治
会
☎
44
‐
２
１
５
２

出
羽
の
古
道
六
十
里
越
街
道

２
０
１
８
歩
き
初
め

■日
5
月
13
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
駐
車
場
集
合
）　

■場
湯
殿

山
料
金
所
↓
一
本
橋
↓
細
越
峠
↓
遥
拝
所
↓

旧
薬
師
小
屋
↓
起
点　

■定
先
着
25
人
（
最
少

催
行
人
数
10
人
）　

■費
３
、０
０
０
円
（
昼
食

代
等
）　

■申
５
月
６
日
○日
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら

催
し

タ
キ
タ
ロ
ウ
館
オ
ー
プ
ン

■日
５
月
上
旬
〜
11
月
中
旬
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

■内
伝
説
の
巨
大
魚「
タ
キ
タ
ロ
ウ
」

資
料
展
示
、
登
山
情
報
掲
示
、
食
堂
、
釣
堀

（
■費
５
５
０
円
）　

■問
同
館
☎
55
‐
２
４
５
２

鶴
岡
南
高
校
吹
奏
楽
研
究
会
定
期
演
奏
会

〜
半
世
紀
に
渡
る
定
期
演
奏
会
を
記
念
し
て
〜

■日
５
月
４
日
○金
午
後
４
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■内
真
島
俊
夫
作
品
の
演
奏
等　

■
ゲ

ス
ト　

織
田
浩
司
氏
（
サ
ク
ソ
ホ
ン
奏
者
）

■費
４
０
０
円
（
当
日
は
１
０
０
円
増
し
）

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つつるおか

情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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■他
少
雨
決
行
。
雨
天
時
は
内
容
変
更

音
楽
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　

〜
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
〜

■日
５
月
26
日
○土
午
後
６
時　

■
出
演  

礒
見

ト
リ
オ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
峰
厚
介
（
礒

見
博
氏
〈
ド
ラ
ム
〉、峰
厚
介
氏
〈
サ
ッ
ク
ス
〉、

鈴
木
克
人
氏
〈
ベ
ー
ス
〉、羽
仁
知
治
氏
〈
ピ

ア
ノ
〉）　

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■場
・
■問
加
茂
水

族
館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■他
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

今
年
も
朝
市
開
催
し
ま
す
！

■日
５
月
27
日
〜
10
月
の
毎
月
第
２
・
第
４
日

曜
日
午
前
５
時
30
分　

■場
鶴
岡
公
園
東
駐
車

場　

■問
朝
市
の
会

　
　

■他
５
月
27
日
は
１
、
０
０
０
円
以
上
お

買
い
上
げ
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
。
出
店

希
望
者
は
要
相
談

摩
耶
山
春
の
登
山
会

■日
５
月
27
日
○日
午
前
８
時
（
ま
や
の
や
か
た

集
合
）　

■内
安
全
祈
願
神
事
、
登
山
、
山
菜

等
特
産
品
の
販
売　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎

43
‐
３
５
４
７　

■他
摩
耶
山
山
岳
愛
好
会
入

会
者
募
集
（
年
会
費
１
、
０
０
０
円
）

タ
キ
タ
ロ
ウ
ま
つ
り

■日
５
月
27
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■場

大
鳥
タ
キ
タ
ロ
ウ
公
園
等　

■内
魚
の
つ
か
み

チ
ケ
ッ
ト
Ｙ
Ｂ
Ｃ
等　

■問
山
形
県
商
業
・
県

産
品
振
興
課
内
「
Ｉ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
８
『
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｅ
部
門
』
や
ま
が
た
開
催
支
援
委
員
会
」

事
務
局
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
５
４
２

月
山
筍
尽
く
し
の
メ
ニ
ュ
ー

月
山
旬
御
膳

■日
５
月
19
日
○土
〜
６
月
10
日
○日
午
前
11
時
〜

午
後
４
時
30
分　

■費
１
、
５
０
０
円
（
当
日

は
１
０
０
円
増
し
）　

■場
・
■申
そ
ば
処
大
梵

字
☎
53
‐
３
４
１
３

春
季
消
防
演
習

■日
５
月
19
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
小
真
木

原
公
園　

■内
消
防
訓
練
展
示
、
ま
と
い
振
り
、

は
し
ご
乗
り
、
音
楽
隊
演
奏
等　

■問
消
防
本

部
警
防
課
☎
22
‐
８
３
２
０　

■他
雨
天
決
行

採
れ
た
て
の
月
山
筍
を
炭
火
焼
き
で
提
供

月
山
筍
ま
つ
り

■日
５
月
26
日
○土
・
27
日
○日
午
前
11
時　

■場
・

■問
米
の
粉
の
滝
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
☎
54
‐
６
３

１
１　

■他
天
然
の
月
山
筍た
け

の
た
め
天
候
等
で

開
催
日
の
変
更
あ
り

つ
る
お
か
「
森
の
時
間
」

■日
５
月
20
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
三
瀬
地
区　

■定
先

着
20
人　

■内
新
緑
の
笠
取
峠
散
策
等　

■費
大

人
…
５
０
０
円　

大
学
生
…
２
５
０
円
（
高

校
生
以
下
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
５
月
14

日
○月
ま
で
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８
へ

名
部　

■対
小
学
生
以
上
の
方
60
人　

■費
大
人

…
３
、
５
０
０
円　

小
学
生
…
１
、
０
０
０

円　

■持
昼
食
、
保
険
証
等　

■申
５
月
８
日
○火

〜
25
日
○金
に
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

出
羽
庄
内
国
際
村
ワ
ー
ル
ド

バ
ザ
ー
ル

■日
６
月
10
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■内

大
道
芸
・
踊
り
・
演
奏
等
の
発
表
、
世
界
の

料
理
・
雑
貨
販
売
、
屋
台
、
関
係
団
体
の
活

動
紹
介
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等　

■場
・
■問

同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
出
店
者
募
集
（
■定
22
人　

■費
１
区
画
５

０
０
円　

■申
５
月
６
日
○日
か
ら
）。
前
日
・

当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
（
■申

５
月
25
日
○金
ま
で
）

狩
猟
と
ジ
ビ
エ
を
お
い
し
く
学
ぼ
う
！

狩
猟
普
及
セ
ミ
ナ
ー
in
庄
内

■日
６
月
10
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■場

羽
黒
射
撃
場　

■対
18
歳
以
上
の
方
先
着
50
人　

■内
若
手
猟
師
の
講
演
、
射
撃
の
見
学
、
ジ
ビ

エ
料
理
の
試
食　

■申
山
形
県
猟
友
会
☎
０
２

３
‐
６
２
４
‐
０
３
８
２

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

極
真
カ
ラ
テ
無
料
体
験
会

■日
５
月
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時　

■場
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
楽
以
歩　

■対
幼
児
〜
60
代
の

方　

■申
稽
古
日
に
会
場
へ　

ど
り
、
ボ
ー
ト
遊
び
、
カ
ヌ
ー
・
ダ
ッ
キ
ー

ス
ク
ー
ル
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
、
森
の
ク
ラ

フ
ト
、
森
の
お
ん
が
く
か
い
、
タ
キ
タ
ロ
ウ

太
鼓
演
奏
、
朝
日
産
山
菜
直
売
、
大
鳥
産
特

製
山
菜
汁
販
売
、
荒
沢
ダ
ム
ト
ン
ネ
ル
探
検
、

寿
岡
発
電
所
見
学
、
朝
日
連
峰
山
開
き
神
事

等　

■問
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
内
「
同
ま
つ

り
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
３
５
６　

■他
雨
天
決
行

ま
る
ご
と
体
験
「
し
な
織
の

里
関
川
」
わ
ら
び
ま
つ
り

■日
５
月
27
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■場

関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
等　

■対
高
校
生
以
上

の
方
先
着
25
人　

■内
し
な
の
木
の
保
育
活
動
、

ワ
ラ
ビ
の
収
穫
・
あ
く
抜
き
と
塩
蔵
の
講
習

等　

■費
３
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申

５
月
18
日
○金
ま
で
関
川
自
治
会
☎
47
‐
２
５

０
２
へ大

平
高
原
わ
ら
び
園
開
園

■日
５
月
中
旬
〜
６
月
下
旬
の
水
曜
・
土
曜
・

日
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午　

■費
大
人
…
１
、

８
０
０
円　

中
学
生
…
１
、
２
０
０
円
（
収

穫
し
た
わ
ら
び
が
５
㎏
を
超
え
た
場
合
は
超

過
料
金
）　

■申
同
園
組
合

市
民
登
山　
や
ま
が
た
百
名

山
「
日
本
国
５
５
５
ｍ
」

■日
６
月
９
日
○土
午
前
７
時
〜
午
後
４
時
（
小

真
木
原
公
園
中
央
駐
車
場
集
合
）　

■場
小
俣

登
山
口
（
新
潟
県
村
上
市
）
↓
中
の
俣
↓
小

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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円　

■他
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
同
時
開
催

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ
大
会

■日
６
月
14
日
か
ら
の
隔
週
木
曜
日
午
後
７
時

30
分　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■費
１
チ
ー
ム
（
6

人
以
内
）
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■申
５
月
11
日
○金
ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎

57
‐
４
３
１
１
へ

糖
尿
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー

６
月
コ
ー
ス
（
全
２
回
）

■日
６
月
６
日
○水
正
午
・
29
日
○金
午
後
１
時
30

分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
糖
尿
病
境
界
型
ま

た
は
治
療
中
の
方
先
着
20
人
（
お
お
む
ね
70

歳
ま
で
）　

■内
糖
尿
病
の
予
防
と
治
療
に
つ

い
て
の
講
話
、
運
動
、
ラ
ン
チ
ス
タ
デ
ィ
賢

い
食
べ
方
体
験
等　

■師
内
科
医
師
、
管
理
栄

養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
等　

■費
５
０
０
円　

■申
５
月
16
日
○水
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
６
９

へ
鶴
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
Ａ 

会
員
募
集

■日
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時　

■場
共
用
体
育
館　

■対
小
・
中
学
生　

■費
月
額
１
、５
０
０
円
（
別

途
登
録
料
１
、
０
０
０
円
・
保
険
料
８
０
０

円
）　

■申
練
習
日
に
会
場
へ（
■持
印
鑑
）　

鶴
岡
地
区
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟　

チ
ー
ム
・
個
人
募
集

■
登
録
期
間　

来
年
３
月
31
日
○日
ま
で　

■

チ
ー
ム
編
成　

ク
ラ
ブ
男
子
・
女
子
、
実
業

団
、
シ
ニ
ア
（
35
歳
以
上
）、
ミ
ド
ル
（
男

女
混
合
）　

■
登
録
料　

１
チ
ー
ム
７
、
０

タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に

市
役
所
本
所
発
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
砂
谷

↓
長
滝
↓
起
点
（
約
14
㎞
）　

■費
大
人
…
１
、

１
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■申

５
月
28
日
○月
〜
６
月
４
日
○月　

■他
そ
ば
の
振

る
舞
い
あ
り

▼
共
通　

■定
１
０
０
人　

■持
コ
ッ
プ　

■申
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学
生
以

下
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予
約
。

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
５
月
19
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
歯
と
口
の
ケ
ア
で
創
る
健
康
長
寿
」

本
間
済
氏
（
ほ
ん
ま
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
）、「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
介
護
保
険
」
叶

野
真
弓
（
市
介
護
保
険
適
正
推
進
員
）　

■申

同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴

岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
５
月
31
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の

方
先
着
30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の

方
は
受
講
免
除

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
資
格
取
得
講
習
会　

■日
５

月
30
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

■費
資
格
登
録
料
３
、
０
０
０

■日
５
月
19
日
○土
午
前
９
時
（
松
ヶ
岡
開
墾
記

念
館
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に

市
役
所
本
所
発
）　

■場
松
ケ
岡
↓
高
寺
↓
三

軒
屋
↓
松
ヶ
岡
本
陣
（
約
９
㎞
）　

■費
大
人

…
１
、
１
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０

円　

■持
お
わ
ん
、
箸　

■申
５
月
７
日
○月
〜
14

日
○月　

■他
山
菜
汁
等
の
振
る
舞
い
あ
り

▼
新
緑
の
八
森
山
を
訪
ね
て　

■日
５
月
20
日

○日
午
前
９
時
（
豊
浦
小
集
合
。
送
迎
バ
ス
は

午
前
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場
豊

浦
小
↓
気
比
神
社
↓
笠
取
峠
↓
八
森
山
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
（
約
７
㎞
）　

■費
大
人

…
１
、
３
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０

円
（
三
瀬
八
森
山
孟
宗
ま
つ
り
参
加
料
等
）　

■持
お
わ
ん
、
箸　

■申
５
月
７
日
○月
〜
14
日
○月

▼
義
経
上
陸
の
地
を
巡
る　

■日
５
月
27
日
○日

午
前
９
時
（
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
集

合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
に
市
役
所
本
所

発
）　

■場
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
↓
鼠

ヶ
関
灯
台
・
義
経
ゆ
か
り
の
浜
↓
大
龍
寺
↓

念
珠
関
跡
↓
念
珠
の
松
↓
起
点
（
約
８
㎞
）

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

５
０
０
円　

■持
お
わ
ん
、
箸　

■申
５
月
14
日

○月
〜
21
日
○月

▼
マ
タ
ギ
の
里
大
鳥
を
訪
ね
て　

■日
６
月
２

日
○土
午
前
９
時
30
分
（
タ
キ
タ
ロ
ウ
広
場
集

合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所

本
所
発
）　

■場
同
広
場
↓
河
合
橋
↓
松
平
山

↓
大
鳥
鉱
山
跡
↓
大
鳥
自
然
の
家（
約
８
㎞
）

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

６
０
０
円　

■持
お
わ
ん
、
箸　

■申
５
月
21
日

○月
〜
28
日
○月

▼
名
水
の
里
！
長
滝
を
訪
ね
て　

■日
６
月
10

日
○日
午
前
９
時
（
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
体
験
教
室
」
参
加
者
募
集

▼
５
月
体
験
教
室　

■日
・
■内
月
曜
日
…
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ラ　

火
曜
日
…
太
極
拳　

水
曜
日

…
健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
燃
焼
系
エ
ア
ロ　

木
曜
日
…
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
イ
ム
、
親
子
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室　

金
曜
日

…
健
康
教
室

▼
コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室　

■日
夜

コ
ー
ス
…
５
月
21
日
、
６
月
４
日
・
11
日
・

18
日
の
月
曜
日　

昼
コ
ー
ス
…
5
月
24
日
・

31
日
、
6
月
７
日
・
14
日
の
木
曜
日

▼
共
通　

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
内
同
ク
ラ
ブ　

☎
64
‐
２
１
４
３

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

■日
５
月
７
日
〜
10
月
8
日
の
毎
週
月
曜
日
午

後
７
時　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

■対

小
学
３
年
生
以
上
の
方
先
着
80
人　

■費
大
人

…
７
、
０
０
０
円　

親
子
…
１
万
１
、
０
０

０
円　

小
・
中
学
生
…
５
、
０
０
０
円　

兄

弟
姉
妹
（
小
・
中
学
生
）
…
９
、
０
０
０
円

夫
婦
…
１
万
２
、０
０
０
円　

家
族
（
３
人
）

…
１
万
５
、
０
０
０
円
（
１
人
増
す
ご
と
に

３
、
０
０
０
円
）　

■申
５
月
７
日
○月
午
後
６

時
に
同
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
へ　

■問
鶴
岡
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
庄
内
藩
士
開
拓
の
地　

松
ケ
岡
を
巡
る

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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平
成
30
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■日
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
午
前
９
時
（
年

間
22
回
。
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

５
月
12
日
○土
午
前
10
時
）　

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場　

■対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
〜

中
学
３
年
生
先
着
25
人　

■費
年
額
５
、
０
０

０
円　

■申
５
月
１
日
○火
〜
11
日
○金
に
学
校
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５
へ

離
乳
食
教
室

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
５
月
18
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
平
成
29
年
６
月
〜
８
月
生
ま
れ
の

子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離
乳
食

の
進
め
方
と
調
理
実
習
・
試
食
、
栄
養
士
に

よ
る
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０
０
円　

■持
大

人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
お
手
拭
き
、
甘

く
な
い
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
５
月
11
日
○金
ま

で
健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

ま
ん
ま
ル
ー
ム
５
月
の
講
座

「
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

■日
5
月
18
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
市
立
保

育
園
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
子
ど
も
ま
つ
り

■日
５
月
20
日
○日　

■時
・
■場
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
…
中
央
児
童
館
・
鶴
岡
公
園　

午

前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
…
内
川
ほ
っ
と
パ

ー
ク　

午
後
１
時
〜
３
時
…
小
真
木
原
総
合

体
育
館　

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
内
「
同
ま

つ
り
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
１
４
９　

■他
雨
天
時
は
会
場
変
更
や
催
し
の
中
止
あ
り

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
チ
ラ
シ
プ
ー
ル
用
の
チ
ラ
シ
募
集

　

５
月
20
日
○日
に
開
催
さ
れ
る
「
子
ど
も
ま

つ
り
」
で
「
チ
ラ
シ
プ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま

す
。
３
㎝
角
程
度
に
ち
ぎ
っ
た
チ
ラ
シ
が
大

量
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
寄
附
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■日
６
月
10
日
○日　

■時
①
午
前
10
時
〜
11
時
30

分　

②
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
（
①
と
②
で

店
の
入
替
え
あ
り
）　

■内
乳
幼
児
〜
小
学
生

の
衣
類
・
玩
具
等
の
販
売　

■他
出
店
者
募
集

（
■定
①
②
各
11
人　

■費
１
５
０
円　

■申
５
月

７
日
○月
〜
25
日
○金
〈
抽
せ
ん
会
は
26
日
○土
午

前
10
時
〉　

■他
各
回
新
規
３
人
を
優
先
）。
大

型
商
品
販
売
委
託
品
募
集
（
■費
売
り
上
げ
の

５
％　

■申
６
月
９
日
○土
ま
で
）

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

子
ど
も
科
学
教
室

「
物
づ
く
り
の
世
界
に
挑
戦
し
よ
う
！
」

■日
５
月
26
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
秋
山
鉄

工
㈱
日
本
国
工
場　

■対
小
学
生
（
１
年
〜
３

年
生
は
保
護
者
同
伴
）
先
着
20
人　

■内
工
場

見
学
、
ニ
ュ
ー
・
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
５
月
18
日
○金
ま
で
学

校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

合
体
育
館　

■費
年
額
１
万
５
、０
０
０
円（
別

途
登
録
料
２
、
０
０
０
円
）

▼
共
通　

■問
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

子
育
て
・
子
供
向
け

南
部
児
童
館

春
爛
漫
！
森
で
遊
ぼ
う
in
八
森
山　
　
　
　
　
　

■日
５
月
12
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■場
八
森
山
ス
キ
ー
場
周
辺　

■対
小
学
生
先
着

15
人　

■内
ワ
ラ
ビ
採
り
、
自
然
散
策　

■師
齋

藤
安
和
氏
（
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　

■費
１

０
０
円　

■申
５
月
１
日
○火
か
ら
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０
へ

孟
宗
堀
り
体
験
&
気
比
神
社

を
散
策
し
よ
う　
　
　
　
　
　

■日
５
月
12
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

■場
三
瀬
地
区　

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■費
５

０
０
円　

■申
５
月
９
日
○水
ま
で
大
山
児
童
館

☎
38
‐
０
２
６
０
へ

図
書
館
本
館 

お
は
な
し
会

▼
春
の
た
ね
ま
き
お
は
な
し
会　

■日
５
月
13

日
○日
午
前
10
時
・
10
時
30
分　

■内
素
語
り
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
等

▼
こ
ど
も
お
は
な
し
会　

■日
毎
週
水
曜
日
午

後
４
時
、
毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
、
毎
月
第

４
水
曜
日
午
前
11
時
（
乳
幼
児
向
け
）　

■内

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
手
遊
び
等

▼
共
通　

■対
幼
児
〜
小
学
生
、
親
子　

■場
・

■問
同
館
☎
25
‐
２
５
２
５

０
０
円
（
個
人
は
登
録
チ
ー
ム
を
紹
介
し
ま

す
）　

■
大
会
参
加
費
（
１
チ
ー
ム
料
金
）　

連
盟
会
長
杯
（
５
月
・
６
月
）
…
３
、
０

０
０
円　

ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
（
10
月
〜
12

月
）
…
８
、
０
０
０
円　

■申
５
月
30
日
○水
ま

で
同
連
盟
事
務
局

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

■内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ス
ロ

ー
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
足
裏
健
康

体
操
、
ロ
コ
モ
予
防
体
操
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等　

■費
年
会

費
２
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局

「
躰
道
健
康
教
室
」

無
料
体
験
入
門

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時　

■
無
料
体
験
期

間　

１
か
月　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
中
高
年

の
方　

■申
稽
古
日
に
会
場
へ　

■問
鶴
岡
市
躰

道
協
会鶴

岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

▼
ゴ
ル
フ
教
室
（
全
４
回
）　

■日
火
曜
日
午

後
１
時
30
分　

■場
鶴
岡
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

■費
６
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録
年
会
費
１
、

０
０
０
円
）

▼
通
年
コ
ー
ス　

■日
▽
さ
わ
や
か
健
康
ス
ポ

ー
ツ
…
月
曜
日
午
前
10
時　

▽
自
彊
術
…
月

曜
日
午
後
１
時
30
分　

▽
キ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
…
月
曜
日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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鶴
岡
水
泳
育
成
協
会

親
子
水
泳
教
室

■日
６
月
2
日
○土
・
23
日
○土
、
７
月
21
日
○土
11

時　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
１
歳
〜
３
歳
の
子

供
と
そ
の
保
護
者　

■費
各
日
１
、
０
０
０
円

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
１
歳
未
満

は
要
相
談
。
HP

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座　

■日

6
月
５
日
○火
午
前
10
時　

■場
第
三
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
未
就
学
児
が
い
る

転
入
家
庭
の
親
子
先
着
10
組　

■内
子
育
て
情

報
の
紹
介　

■申
６
月
１
日
○金
ま
で　

■他
託
児

あ
り

▼
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
！　

■日
６
月
６
日
○水

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
（
送
迎
バ
ス
鶴
岡
公

園
東
駐
車
場
発
）　

■場
湯
野
浜
地
区　

■対
未

就
園
児
（
２
歳
以
上
）
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■内
海
辺
や
砂
浜
で
の
遊
び　

■申
５
月
１
日

○火
か
ら　

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

に
こ
に
こ
相
談

　

子
供
の
発
達
の
様
子
に
心
配
が
あ
る
方
、

成
長
の
状
態
を
理
解
し
た
い
方
等
を
対
象
に
、

教
育
関
係
者
が
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す
。

■日
６
月
19
日
○火　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■申
６

月
５
日
○火
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学
校
教

育
課
☎
57
‐
４
８
６
４

鶴
岡
市
就
学
相
談
会

　

小
学
校
入
学
に
向
け
て
、
子
供
の
発
達
の

様
子
に
心
配
が
あ
る
方
、
就
学
先
に
つ
い
て

相
談
が
あ
る
方
等
を
対
象
に
、
教
育
関
係
者

が
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す
。

■日
６
月
29
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
１
人
45
分
程
度
）　

■場
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

（
マ
リ
カ
）　

■対
平
成
31
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
子
供
の
保
護
者　

■申
６
月
19
日
○火

ま
で
学
校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

施
設
の
催
し
等

創
造
の
森
交
流
館

▼
数
独
笑
楽
交　

■日
５
月
の
毎
週
水
曜
日
午

前
９
時
30
分
〜
正
午　

■場
同
館　

■費
１
０
０

円▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
５
月
８
日
○火
・
25
日
○金

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

■場
同
館　

■費
各
日
１
０
０
円

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
５
月
12
日
○土
午

前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ▼
５
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
野
草
を
見
な
が

ら
」　

■日
５
月
19
日
○土
午
前
10
時
（
同
館
集

合
）　

■場
今
野
・
東
山
集
落
周
辺　

■師
阿
部

安
夫
氏
（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指

導
員
）　

■費
１
０
０
円

▼
共
通　

■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

致
道
博
物
館

▼
か
た
と
き
の
つ
れ
づ
れ
〜
樋
渡
美
智
子
・

樋
渡
理
志
展
〜　

■日
５
月
８
日
○火
〜
14
日
○月

■内
油
彩
画
・
水
彩
画
の
親
子
展

▼
旧
鶴
岡
警
察
署
庁
舎
保
存
修
理
完
成
記
念

第
一
部　

今
川
浩
満
が
描
く
明
治
建
築
「
北

国
の
洋
館
」　

■日
５
月
16
日
○水
〜
６
月
17
日

○日　

■内
明
治
時
代
の
洋
館
な
ど
を
描
い
た
作

品
約
90
点
の
展
示

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３
８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎

22
‐
１
１
９
９

東
田
川
文
化
記
念
館

▼
今
田
和
子
作
陶
展
「
庄
内
農
婦
」
と
器　

■日
５
月
９
日
○水
〜
13
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分　

■内
今
田
和
子
氏
（
藤
島
地
域
出

身
）
の
作
品
展
示

▼
明
治
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
「
山
形
弦
楽
四

重
奏
団
コ
ン
サ
ー
ト
」　

■日
５
月
15
日
○火
午

後
６
時
30
分　

■定
２
０
０
人　

■内
山
形
交
響

楽
団
員
４
人
の
演
奏
会　

■費
大
人
…
1
、
５

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料（
要
整
理
券
）

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐
２
５
３
７

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
５
月
10
日
○木
・
17
日
○木
・

24
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
芸
能
の
つ
ど
い　

■日
６
月
１
日
○金
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■費
６
０
０
円  

■申

５
月
21
日
○月
ま
で

▼
将
棋
大
会　

■日
６
月
６
日
○水
午
前
９
時　

■費
５
０
０
円　

■申
５
月
31
日
○木
ま
で

▼
囲
碁
大
会　

■日
６
月
13
日
○水
午
前
９
時　

■費
７
０
０
円
（
懇
親
会
参
加
の
場
合
は
２
、

０
０
０
円
）　

■申
６
月
７
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６自

然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
春
の
散
策
会　

■日
５
月
12
日
○土
午
前
９
時

■定
10
人　

■費
２
０
０
円　

■申
５
月
10
日
○木
ま

で▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ほ
と
り
あ
で
母
の
日

の
花
束
づ
く
り
」　

■日
５
月
12
日
○土
午
前
10

時▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
外
来
生
物

捕
獲
大
作
戦
」　

■日
５
月
19
日
○土
午
前
９
時　
　

■他
要
申
込
み

▼
地
域
交
流
事
業
「
脳
ト
レ
体
操
」　

■日
５

月
16
日
○水
午
前
10
時　

■費
１
０
０
円　

■他
要

申
込
み

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ブ
ナ
の
新
緑
を
楽
し
も
う　

■日
５
月
13
日

○日
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集

合
）　

■場
田
代
谷
地
周
辺　

■定
先
着
25
人　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

子
供
…
２
０
０
円

■持
昼
食
等　

■申
５
月
10
日
○木
ま
で　

▼
新
緑
の
虚
空
蔵
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
５
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午
後
６
時
30
分　

■定
10
人　

■費
１
万
５
、
０

０
０
円

▼
機
械
工
作
法
〜
工
作
機
械
と
切
削
理
論

（
全
２
回
）　

■日
６
月
９
日
○土
・
16
日
○土
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

■定
10
人　

■費

５
、
０
０
０
円

▼
営
業
・
セ
ー
ル
ス
研
修
（
全
２
回
）　

■日

６
月
19
日
○火
・
20
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分　

■定
20
人　

■費
１
万
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

介
護
職
員
初
任
者
研
修

■日
６
月
11
日
○月
〜
８
月
17
日

○金　

■場
中
央
公
民
館
、
鶴
岡

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
り
あ

い
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

え
づ　

■定
先
着
20
人　

■費
３
万
円
（
別
途
健

康
診
断
料
）　

■申
５
月
21
日
○月
〜
６
月
１
日

○金
に
鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
推
進
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
24
‐
０
０
５
３
へ　

■他
説

明
会
（
■日
６
月
１
日
○金
午
後
６
時
）

鶴
岡
致
道
大
学
（
全
６
回
）　　
　
　
　

　

自
学
自
習
を
重
ん
じ
る
庄
内
藩
校
致
道
館

の
教
育
精
神
を
引
き
継
ぎ
、「
次
の
世
代
に

伝
え
た
い
‐
く
ら
し
の
中
か
ら
み
え
る
も
の

‐
」
を
テ
ー
マ
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■対
全
講
受
講
で
き
る
方
先
着
１
０
０
人　

■費

大
人
…
４
、０
０
０
円　

学
生
…
２
、０
０
０

円　

■申
５
月
７
日
○月
〜
6
月
8
日
○金
に
本
所

地
域
振
興
課
内
「
鶴
岡
総
合
研
究
所
」
事
務

局
☎
内
線
５
８
６
へ　

■他
HP

▼
第
１
講
「
楽
し
い
縮
小
社
会
‐
谷
根
千
の

つ
つ
ま
し
い
、
お
た
が
い
さ
ま
の
暮
ら
し
」

（
公
開
講
座
）　

■日
６
月
16
日
○土
午
後
２
時

■場
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■師
森
ま

ゆ
み
氏
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
美
術
講
座

「
真
鍮
で
つ
く
る 

小
さ
な
ト
レ
イ
」（
全
２
回
）

■日
６
月
20
日
○水
、
７
月
４
日
○水
午
後
７
時

■対
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人　

■師
山
形
太

一
氏
（
お
り
が
ね
工
房
主
宰
）　

■費
３
、
０

０
０
円　

■持
軍
手
、
耳
栓　

■場
・
■申
５
月
４

日
○金
〜
６
月
10
日
○日
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６

０
へ危

険
物
取
扱
者
試
験　
　
　
　

■日
６
月
23
日
○土　

■場
鶴
岡
工
業
高
校　

■内
甲

種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙
種　

■申
電
子
…
５

月
11
日
○金
〜
21
日
○月　

書
面
…
５
月
14
日
○月

〜
24
日
○木　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山

形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
HP
。
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消

防
各
分
署
に
設
置

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■日
６
月
28
日
○木
・
29
日
○金
（
２
日
間
）　

■場

朝
暘
武
道
館　

■定
90
人　

■申
５
月
28
日
○月
〜

６
月
５
日
○火
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０

２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ　

■他
HP
。
申

込
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分

署
に
設
置

○土
、
９
月
１
日
○土
〜
２
日
○日
（
１
泊
２
日
）・

29
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場
三
川
町

公
民
館
、い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル（
三

川
町
）　

■対
女
性
先
着
25
人　

■費
３
、
０
０

０
円
（
別
途
宿
泊
費
・
食
事
代
）　

■申
５
月

16
日
○水
ま
で
山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
「
チ
ェ
リ
ア
」
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
７

７
５
１
へ　

■他
託
児
あ
り

山
大
農
学
部
公
開
講
座

「
植
物
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
世
界
」（
全
２
回
）

■日
５
月
26
日
○土
、
６
月
２
日
○土
午
後
１
時
30

分　

■定
高
校
生
以
上
の
方
先
着
60
人　

■場
・

■申
５
月
21
日
○月
ま
で
同
学
部
企
画
広
報
室
☎

28
‐
２
９
１
１
へ

赤
か
ぶ
大
学
「
温
海
を
活
か
す

職
人
に
学
ぶ
」（
全
５
回
）

■日
・
■内
６
月
28
日
○木
…
関
川
し
な
織
職
人
に

学
ぶ　

７
月
18
日
○水
…
鈴
の
カ
ラ
竹
を
活
か

す
職
人
に
学
ぶ　

９
月
13
日
○木
…
あ
つ
み
杉

を
活
か
す
職
人
に
学
ぶ　

10
月
17
日
○水
…
温

海
の
食
材
を
活
か
す
料
理
職
人
に
学
ぶ　

11

月
８
日
○木
…
越
沢
そ
ば
職
人
に
学
ぶ　

■時
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■場
温
海
地
域
内　

■定
先
着
20
人　

■費
８
、
５
０
０
円
（
昼
食
代

等
）　

■申
６
月
１
日
○金
〜
15
日
○金
に
温
海
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
43
‐
４
４
１
１
へ　

■他

HP
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門
（
全
12
回
）　

■日
６

月
４
日
〜
７
月
12
日
の
毎
週
月
曜
・
木
曜
日

月
16
日
○水
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時　

■場

新
潟
県
村
上
市　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…

２
、
５
０
０
円　

子
供
…
１
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
５
月
12
日
○土
ま
で

▼
新
緑
の
天
蓋
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
５
月

20
日
○日
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時　

■場
新

潟
県
村
上
市　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
２
、

５
０
０
円　

子
供
…
１
、
５
０
０
円　

■持
昼

食
等　

■申
５
月
16
日
○水
ま
で

▼
新
緑
の
高
瀬
峡
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
６
月

３
日
○日
午
前
８
時
〜
午
後
４
時　

■場
遊
佐
町　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円　

子
供
…
１
、
０
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
５

月
30
日
○水
ま
で

▼
薬
師
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
６
月
10
日
○日

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時　

■場
新
潟
県
関

川
村　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
２
、
５
０

０
円　

子
供
…
１
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
６
月
５
日
○火
ま
で

▼
月
山
を
外
来
種
か
ら
守
ろ
う　

■日
5
月
26

日
○土
午
前
８
時
〜
午
後
２
時
（
同
セ
ン
タ
ー

集
合
）　

■定
先
着
25
人　

■内
月
山
８
合
目
付

近
の
外
来
植
物
除
去　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

子
供
…
無
料　

■持
昼
食
等　

■申
５
月
20
日
○日

ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

■他
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

講
座
・
講
習
会

男
女
共
同
参
画
を
学
ぶ

チ
ェ
リ
ア
塾
基
本
コ
ー
ス
in
庄
内（
全
５
回
）

■日
５
月
26
日
○土
、
６
月
23
日
○土
、
７
月
28
日
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ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
64
‐
３
７
２
５
へ

荘
内
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
員
募
集

　

荘
内
病
院
の
利
用
者
と
の
橋
渡
し
役
と
し

て
、
院
内
の
案
内
や
誘
導
、
車
椅
子
を
利
用

す
る
方
へ
の
援
助
等
に
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

　

活
動
時
間
は
平
日
の
午
前
中
で
す
。
詳
細

は
荘
内
病
院
総
務
課
☎
26
‐
５
１
１
１
内
線

６
３
２
３
へ
。　

相
談
・
そ
の
他

憲
法
記
念
行
事

無
料
法
律
相
談
会

　

県
弁
護
士
会
鶴
岡
地
区
会
員
が
民
事
・
家

事
・
交
通
事
故
等
の
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
５
月
16
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）　

■場
市
役
所
本
所　

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ

ッ
ト
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■日
5
月
20
日
○日　

■場
山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）　

■対
市
内
在
住
の
方
８
人
（
１
人
１
枚
）
■申
5

月
14
日
○月
の
午
前
９
時
に
社
会
教
育
課
（
櫛

引
庁
舎
）へ　

■問
同
課
☎
57
‐
４
８
６
７

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〞が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会
（
女
性
限
定
）

■日
５
月
27
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
女
性
先

内
（
上
限
５
万
円
）　

■申
５
月
31
日
○木
ま
で

庄
内
総
合
支
庁
観
光
振
興
室
内
「
同
会
議
」

事
務
局
☎
66
‐
５
４
９
９
へ　

■他
HP

魚
と
日
本
の
魚
食
文
化
の
知
識
を
問
う

「
日
本
さ
か
な
検
定
」（
と
と
け
ん
）

■日
６
月
24
日
○日　

■場
酒
田
市
公
益
研
修
セ

ン
タ
ー　

■内
・
■時
・
■費
３
級
（
初
級
）
…
午

後
０
時
50
分
（
４
、２
０
０
円
）　

２
級
（
中

級
）
…
午
後
３
時
（
５
、
２
０
０
円
）　

１

級
（
上
級
）
…
午
後
０
時
50
分
（
７
、
３
０

０
円
）　

■申
５
月
21
日
○月
ま
で
専
用
振
替
用

紙
で
入
金
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込

み　

■問
酒
田
市
農
林
水
産
課
☎
０
２
３
４
‐

26
‐
５
７
５
３　

■他
専
用
振
替
用
紙
は
市
役

所
等
に
設
置

山
形
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
（
鶴
岡
大

会
）
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
合
唱
参
加
者
募
集

■日
７
月
27
日
○金　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■

練
習
日　

５
月
６
日
○日
、
６
月
10
日
○日
、
７

月
８
日
○日
午
前
10
時
30
分
（
■場
ゆ
う
あ
い
プ

ラ
ザ
〈
か
た
ぐ
る
ま
〉）

農
繁
期
に
楽
し
く
農
業
で

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

農
協
で
は
農
繁
期
に
人
手
を
必
要
と
す
る

農
家
に
、
求
職
者
を
紹
介
す
る
無
料
職
業
紹

介
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
求
人
・
求
職

と
も
に
、
年
度
ご
と
の
登
録
（
無
料
）
が
必

要
で
す
。

■問
Ｊ
Ａ
鶴
岡
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
29

‐
０
４
５
５
ま
た
は
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
農
業

告　

■
報
酬　

月
額
４
、
５
０
０
円
程
度

■申
５
月
18
日
○金
ま
で
履
歴
書
を
酒
田
河
川
国

道
事
務
所
☎
０
２
３
４
‐
27
‐
３
４
９
７
へ

か
た
く
り
の
花
写
真　
　
　
　
　
　

コ
ン
テ
ス
ト

▼
作
品
募
集　

■
応
募
規
定　

カ
ラ
ー
・
モ

ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト
（
四
つ
切
り
・
ワ
イ
ド

四
つ
切
り
）　

■
応
募　

作
品
題
名
・
撮
影

場
所
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

５
月
20
日
○日
ま
で
月
山

あ
さ
ひ
振
興
公
社
☎
53

‐
３
４
１
１
へ　

■
発

表　

６
月
上
旬
に
入
賞

者
へ
直
接
通
知

▼
作
品
展
示　

■日
６
月
２
日
○土
〜
30
日
○土
午

前
10
時
〜
午
後
５
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
１
０
０
円　

３
歳
以
上
…
50

円　

■場
・
■問
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３

４
１
１８

月
19
日
○日
開
催

お
ぃ
や
さ
祭
り
の
参
加
団
体
募
集

■申
６
月
15
日
○金
ま
で
同
祭
り
実
行
委
員
会
☎

25
‐
０
６
１
３
へ

山
形
県
沿
岸
域
総
合
利
用
推
進
会
議

豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

■対
庄
内
地
域
の
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
学

校
等　

■
対
象
事
業　

海
洋
資
源
を
活
用
し

た
体
験
学
習
や
、
庄
内
沿
岸
の
環
境
保
全
、

沿
岸
域
の
利
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

等　

■
補
助
金
額　

事
業
費
の
２
分
の
１
以

募
集

鶴
岡
シ
ル
ク
タ
ウ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

春
蚕
飼
育
「
繭
人
」
募
集

　

春
蚕
飼
育
を
行
う
個
人
の
「
繭
人
」
を
募

集
し
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
繭
は
「
鶴
岡
シ

ル
ク
」
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

■定
餌
の
桑
葉
を
松
ヶ
岡
開
墾
場
ま
で
取
り
に

行
く
か
、
ま
た
は
自
分
で
確
保
で
き
る
方
30

人　

■
飼
育
期
間　

６
月
初
旬
〜
下
旬　

■申

５
月
９
日
○水
か
ら
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線

５
２
６
へ　

■他
市
HP

出
羽
庄
内
国
際
村　
　
　
　

コ
ロ
ラ
ド
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

▼
ア
メ
リ
カ
の
大
自
然
に
触
れ
る
旅
！
中
学

〜
社
会
人
向
け
ツ
ア
ー　

■日
７
月
30
日
○月
〜

８
月
９
日
○木　

■定
８
人　

■費
39
万
円　

■他
４

人
以
上
で
催
行

▼
英
語
特
訓
&
英
語
教
育
を
学
ぶ
ツ
ア
ー

■日
７
月
30
日
○月
〜
８
月
11
日
○土　

■定
５
人

■費
36
万
円　

■他
3
人
以
上
で
催
行

▼
共
通　

■場
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン

バ
ー
市　　

■申
５
月
25
日
○金
ま
で
同
館
☎
25
‐

３
６
０
０
へ　

■他
滞
在
中
は
全
泊
ホ
ー
ム
ス

テ
イ河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

■対
赤
川
河
川
公
園
ま
た
は
櫛
引
総
合
運
動
公

園
付
近
に
在
住
の
方
で
河
川
に
関
心
の
あ
る

方
各
公
園
１
人　

■内
赤
川
に
関
す
る
情
報
報

■ ■ ■ ■ ■ 　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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ん▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス　

求
職
者
が
自
由
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情

報
を
検
索
・
閲
覧
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

▼
各
種
情
報
提
供　

合
同
面
接
会
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
等
、
求
職
者
に
役
立
つ
各

種
情
報
を
随
時
提
供

▼
共
通　

■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
４
時　

■場
・
■問
市
役
所
本
所
１
階
同
ル
ー

ム
☎
25
‐
２
２
１
５

相
談
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

行
政
に
関
す
る
相
談
は
行
政
相
談
委
員
へ

　

行
政
相
談
委
員
及
び
総
務
省
山
形
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
・
Ｎ
Ｔ

Ｔ
・
公
庫
等
の
特
殊
法
人
や
独
立
行
政
法
人

等
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
、
意
見
等
を
聞

き
、
改
善
す
る
よ
う
働
き
掛
け
ま
す
。

▼
市
内
の
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）　

鶴

岡
地
域
…
升
川
繁
敏
、
佐
藤
典
子　

藤
島
地

域
…
池
田
勝
美　

羽
黒
地
域
…
髙
田
志
郎

櫛
引
地
域
…
澤
川
宏
一　

朝
日
地
域
…
渡
部

芳
勝　

温
海
地
域
…
本
間
節
子

▼
山
形
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
（
行

政
苦
情
１
１
０
番
）
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０

１
１
０　

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

赤
川
と
最
上
川
で
氾
濫
の
危
険
が
あ
る
と
き
に

緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す

　

メ
ー
ル
を
受
信
し
た
際
は
、
国
土
交
通
省

HP
「
川
の
防
災
情
報
」
で
河
川
の
水
位
や
今

後
の
雨
の
降
り
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■問
酒
田
河
川
国
道
事
務
所
☎
０
２
３
４
‐
27

‐
３
４
７
１

傷
病
見
舞
金
・
祝
金
の
支
給
）、
健
康
維
持

増
進
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
助

成
）、
親
睦
事
業
、
施
設
利
用
補
助
事
業
、

会
員
証
利
用
事
業　

■費
入
会
金
…
２
０
０
円　

月
会
費
…
３
０
０
円　

■問
本
所
商
工
課
☎
内

線
５
６
５

鶴
岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

　

次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
求
人
し
た
い
事
業
所
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
若
年
者
等
無
料
職
業
紹
介　

市
内
在
住
の

35
歳
ま
で
の
方
と
本
市
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

希
望
者
（
年
齢
不
問
）
を
対
象
と
し
た
就
職

情
報
の
提
供
と
あ
っ

せ
ん

▼
内
職
相
談　

在
宅

で
の
仕
事
を
希
望
す

る
方
を
対
象
と
し
た

情
報
提
供
と
あ
っ
せ

５
日
○火
午
後
１
時
〜
４
時
…
温
海
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
・
温
海
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線

２
２
２　

▽
６
日
○水
午
後
１
時
〜
４
時
…
①

櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
櫛
引
庁
舎
市
民

福
祉
課
☎
内
線
２
３
８　

②
朝
日
中
央
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
朝
日
庁
舎
市
民
福
祉

課
☎
内
線
３
２
０　

▽
７
日
○木
午
後
１
時
〜

４
時
…
藤
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
藤
島
庁

舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
３
２　

▼
随
時
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

■場
・
■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐

１
０
０
３

鶴
岡
市
中
小
企
業
共
済
会

加
入
の
ご
案
内

　

鶴
岡
市
中
小
企
業
共
済
会
は
、
労
働
組
合

組
織
を
持
た
な
い
従
業
員
数
１
０
０
人
未
満

の
中
小
企
業
の
福
利
厚
生
、
親
睦
交
流
を
目

的
と
し
た
団
体
で
す
（
２
月
末
現
在
の
会
員

数
は
、
３
０
４
事
業
所
、
１
、
９
９
６
人
）。

■
事
業
内
容　

共
済
給
付
事
業
（
弔
慰
金
・

着
20
人（
親
子
や
友
達
同
士
等
の
参
加
も
可
）

■申
５
月
21
日
○月
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内

「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務
局
☎

内
線
５
８
７
へ

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、Ｄ
Ｖ
、老
人
・

子
供
の
虐
待
、
遺
産
相
続
、
体
罰
、
い
じ
め

問
題
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
騒
音
・
悪
臭

等
の
公
害
、
い
や
が
ら
せ
、
土
地
の
境
界
問

題
、
障
害
者
・
外
国
人
等
の
差
別
、
震
災
に

伴
う
人
権
問
題
等
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
法
務

局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ど
の
会
場
で

も
相
談
で
き
ま
す
。

■日
・
■場
・
■問
▽
６
月
１
日
○金
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
…
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
・
本

所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８　

▽
４
日
○月
午
後

１
時
〜
４
時
…
羽
黒
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

羽
黒
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
１
６　

▽

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■日５月19日○土 午前９時～午後２時　■定20人
（小学生以下保護者同伴）　■費2,000円　■持雨具、
長靴、エプロン、タオル　■場・■申５月14日○月
までしらい自然館内「鳥海山おもしろ自然塾推
進協議会」事務局☎0234‐72‐2069へ

●遊佐町 鳥海山おもしろ自然塾　
春の山野草ハイキングとそば打ち体験

酒田まつり

▼神宿開き　■日５月15日○火　■場上神宿…秋葉
神社　下神宿…最上屋旅館　

▼宵祭り　■日５月19日○土　■場マリーン５清水
屋前　■他荒天時は中止　　　

▼本祭り　■日５月20日○日　■時・■内午前10時…
山車行列・立て山鉾巡行　正午…式台の儀　午
後１時…渡御行列山車行列、酒田花魁道中、黒
森歌舞伎　■場マリーン５清水屋前、中心市街地　

▼その他の催し　献花展（■日19日○土～21日○月 　
■場旧鐙屋）、露店（■日19日○土～21日○月 　■場日
和山公園～中心市街地）

▼ 共通　■問酒田市交流観光課☎0234‐26‐
5759または酒田観光物産協会☎0234‐24‐
2233へ　■他19日～ 21日は中心市街地周辺で
交通規制あり

●酒田市

●庄内町 月山龍神マラソン 参加者募集！
■日10月14日○日　■場清川グラウンド　■種目　
親子ペア（1.2㎞）、３㎞、５㎞、10㎞、ハー
フマラソン　■費大人…4,000円　高校生…
1,500円　中学生以下…1,000円　親子ペア…
2,500円　■申８月10日○金まで大会パンフレッ
ト添付の払込取扱票またはインターネットで申
込み　■問月山龍神マラソン実行委員会事務局
☎0234‐42‐2922　■他HP
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仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

視覚障害者の社会参加を手助け
鶴岡点字サークル（鶴岡）

　現在の会員は15人で、会員でもある山形県立点
字図書館元職員の方に指導してもらっています。私
たちがふだん使う活字（墨字）を点字にすることを
点訳、点字を墨字にすることを墨訳といいます。点
訳は根気がいる大変な作業ですが、一つのものを同
じ人が担当しないと表記が統一されないため、必ず
一人で行っています。さらに誤りがないかほかの人
がきちんと校正します。
　点訳で一番大切なのは正確さです。誤った点訳を
してしまうと、大人は経験から誤記と分かるかもし
れませんが、初めて触れる子供には誤った知識を与
えてしまう可能性もあります。私たち点訳者はその

怖さを自覚していなければいけません。正確さを追
求するため、点訳するときは辞書等で念入りに調べ
ますし、ときには固有名詞等は図書館に照会します。
　ふだんの活動以外に小・中学校での体験活動も行
ってきました。点訳等を通して身の回りにある点字
の存在やその重要性を知ってもらうことで、障害が
ある人もない人も、ともに生きる社会になるように
お手伝いができればと思っています。
　地道に活動を続けてきましたが、今後はもっとた
くさんの人に興味を持ってもらい、私たちの取り組
みによって点字、視覚障害者への理解が深まってく
れればうれしいですね。

　昭和63年に設立した鶴岡点字サークル。障
害者支援施設「ゆうあいプラザかたぐるま」で
毎月第２・第４水曜日に活動しています。約
30年にわたって各種団体の資料や視覚障害者
団体の名簿、決算書、時刻表などの点訳活動等
に取り組んできたことが評価され、平成29年
に地域福祉に尽くす個人・団体を顕彰する、山
新放送愛の事業団「愛の鳩賞」を受賞しました。
会員の皆さんにお話を聞いてみました。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

森
歩
き
を
し
て
自
然
を

楽
し
み
た
い
の
で
す
が

　

山
の
木
々
の
新
緑
が
美
し
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
森
を
歩
い
て
自
然
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
い
散
策
コ
ー
ス

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
つ
る
お
か
森
の
散
歩
道

20
選
」
を
紹
介
し
ま
す

　

鶴
岡
市
に
は
広
大
な
森
林
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
散
策
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
平
成
22
年
か
ら
23
年
に
か
け
て
、

森
の
豊
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

散
策
コ
ー
ス
を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募

さ
れ
た
中
か
ら
、
個
性
豊
か
な
魅
力
を

持
つ
代
表
的
な
コ
ー
ス
を
「
つ
る
お
か

森
の
散
歩
道
20
選
」
と
し
て
選
定
。
コ

ー
ス
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
コ
ー

ス
の
概
要
や
交
通
ア
ク
セ
ス
、
お
す
す

め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
、
難
易
度
を
５

段
階
の
星
の
数
で
表
し
て
い
ま
す
。
環

境
課
で
配
布
し
、
市
HP
で
も
内
容
を
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 QＡ



25 広報つるおか　2018 . 5

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　5/4 ～ 6/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
5 .９○水 13：30 ～ 15：30 ㈱高砂製作所
 12○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃　
23○水  ９：30 ～ 11：30 ㈱荘内銀行本店
〃 13：30 ～ 15：30 山形日産自動車販売㈱

今月の各種相談窓口開設日　5/4 ～ 6/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158  8日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線213 25日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 15日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

朝日庁舎総務企画課☎内線411 15日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 24日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 17日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 12日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

森
歩
き
の
注
意
事
項

▽
足
元
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

無
理
せ
ず
、
自
分
に
合
っ
た
ペ
ー
ス

で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

▽
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

▽ 

樹
木
・
草
花
な
ど
を
採
取
し
た
り
、

　

傷
つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　

ょ
う
。

服
装
・
持
ち
物

▽ 

虫
刺
さ
れ
な
ど
の
予
防
の
た
め
、
長

袖
・
長
ズ
ボ
ン
な
ど
で
き
る
だ
け
肌

を
出
さ
な
い
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

熱
中
症
の
予
防
や
虫
除
け
の
た
め
、

帽
子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

水
分
を
補
給
す
る
た
め
の
水
筒
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

森
の
案
内
人
「
森
の
ソ
ム
リ
エ
」
募
集

　

  

鶴
岡
の
豊
か
な
森
林
の
魅
力
を
多
く

の
方
か
ら
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
森
を

学
び
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
つ
る
お
か
森

の
時
間
」
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
方

を
「
森
の
ソ
ム
リ
エ
」
と
し
て
募
集
し

て
い
ま
す
。
講
習
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

〈
環
境
課
〉

№１ 大山下池周遊コース
距　　離　約4.5㎞
所要時間　約１時間30分
難 易 度　★　
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環
境
に
配
慮
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古
紙
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と
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物
油
イ
ン
キ
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使
用
し
て
い
ま
す
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

《人口と世帯》（平成30年3月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：127,736人
　　 （男：61,026人、女：66,710人）
　世帯数：48,569世帯

→
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

開館記念事業！

　古典芸能解説者として活躍中の葛西聖司氏を
講師に迎え、舞台写真や台本、映像、音楽によ
る歌舞伎の魅力や７月16日（月）開催「松竹
大歌舞伎」の見所を分かりやすく解説します。
　公演をより一層楽しめること間違いなしのプ
レセミナーです。公演のチケットをお持ちでな
い方も参加できますので、多数のお申込みをお
待ちしています。

●日時　６月24日（日）　午後２時開演
●会場　荘銀タクト鶴岡
●料金　無料（要申込み）
●定員　200名（定員に達し次第、受付終了）

　荘銀タクト鶴岡の専用ホームページを開設しました。
　これから開催される自主事業や貸館事業を確認できるイ
ベントカレンダー、館内の回廊空間を疑似体験できる動画
などを掲載しています。
　スマートフォンなどでの閲覧にも対応していますので、
ぜひご覧ください。　　　　

https://tact-tsuruoka.jp
または

・「NHKのど自慢」の出場申込みの当選倍率は約2.5倍、観覧申込みの当選倍率は約10.1倍でした。
・「宝塚歌劇公演」の市民先行販売の当選倍率は約5.2倍、一般販売の当選倍率は約8.1倍でした。
・「劇団四季公演」の市民先行販売の当選倍率は約7.2倍でした。 多くのご応募をいただきありがとうございました。

抽選申込みを行った『開館記念事業』の当選倍率について

荘銀タクト鶴岡 検索

●申込受付　来館予約　５月23日（水）午前９時から
　　　　　　電話予約　５月24日（木）午前９時から
　※来館予約で定員に達した場合は、電話予約を行いません。
●申込み　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

◎座席・舞台資料　など
◎公演案内　◎施設案内　◎利用案内

東京都生まれ、中央大学法学部卒業。
NHKアナウンサーとしてテレビ、
ラジオの様々な番組を担当してきた。
現在はその経験を生かし、歌舞伎な
ど古典芸能の解説や講演、セミナー
などを全国で展開している。執筆活
動も行い、著作多数。
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